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         編集・発行  小笠原村総務課                

〒100－2101 

          東京都小笠原村父島字西町 

TEL04998(2)3111 

              FAX04998(2)3222 

ホームページアドレス             

 https：//www．ｖｉｌｌ．ｏgasawara．ｔｏｋｙｏ．ｊｐ 

 

小笠原の花・木・鳥・魚 

花 ムニンヒメツバキ  木 タコノキ 

鳥 ハハジマメグロ   魚 アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ貯水率 

３/2５現在 

父島 

87.0/100 

母島  

76.7/100 

2月気象状況  (父島) 

最高気温 24.3℃ 

最低気温 14.7℃ 

平均気温 19.9℃ 

平均湿度 76％ 

月降水量 71.0mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数(３/1) 

      2,597人 

      父島   母島         

 人口  2,145人  452人 

 世帯  1,255     268 

                   
 

                
 

            

  

                                     

                                       

                                       

ＮＯ．766 

令和 6 年(2024) 

  4/１(月) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

 

 ▲ 
村民だよりはHPから 

もご覧いただけます。 

 

 第７期奥村宅地分譲のお知らせ   
 

第７期奥村宅地分譲を次のとおり実施します。詳細については、分譲要綱に記載していますので、分譲を申し込む場合は、必ず分譲

要綱をご覧ください。分譲要綱は、小笠原村ホームページで公表し、財政課財政係および母島支所庶務係で配布します。 
 

 
 

【分譲地概要】 

 《所在地》小笠原村父島字奥村 《地目》宅地  

※土砂災害警戒区域および津波浸水想定区域(最大１０ｍ)に含まれています。 

※地震による液状化の可能性のある地盤です。  

 《建築できる建物の種別》専用住宅または店舗併用住宅 

【申込資格】小笠原村に住民登録をしている 18歳以上の方 

【優先順位】 

《第１優先順位》申込期間の初日現在、引続き３年以上小笠原村に住民登録をし、居住し、 

かつ、現に同居する親族(事実上婚姻関係と同様の事情にある方を含む。)または 

同居しようとする親族(婚約者を含む。)がある方。 

《第２優先順位》申込期間の初日現在、引続き３年以上小笠原村に住民登録をし、かつ、 

居住している方。 

《第３優先順位》申込期間の初日現在、小笠原村に住民登録をし、かつ、居住している方 

または、旧島民のうち、永住の目的をもって小笠原村に移住しようとする方。 

【分譲の方法】優先順位の高い方から決定し、同じ優先順位の方が２名以上いる場合は抽選を行い決定します。 

【申込期間】５月１日(水)～６月１０日(月)  【申込先】財政課財政係および母島支所庶務係 
 

  奥村宅地分譲説明会   
 

奥村宅地分譲についての説明会を開催します。分譲の申し込みを希望する方は、ぜひご参加ください。 

【日時】４月25日(木) 第１回：午後４時～６時  第２回：午後７時～９時 

【場所】村役場本庁舎２階会議室、母島支所会議室 ※母島はTV会議システムによる中継となります。 
 

●問合せ先 財政課財政係 ２－３１１２ 

 面積(㎡) 
譲渡代金 

(千円) 

第１区画 167.98 8,475 

第２区画 163.22 8,363 

第３区画 160.08 8,167 

第４区画 158.63 7,955 

第５区画 163.44 8,118 

第６区画 158.37 7,922 

第７区画 163.81 8,500 

第８区画 149.32 7,502 

 

奥村運動場 

保育園 

↓至都道湾岸通り 
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奥
村
分
譲
地
の
工
事
完
了
に
伴
い
、
分
譲
地
内
を

通
る
村
道
奥
村
三
号
線
が
開
通
し
ま
す 

４
月
１
日(

月)

よ
り
通
行
可
能
と
な
り
ま
す
。 

                            

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 

２―

３
１
１
５ 

   

   

【令
和
５
年
度
実
施
結
果
】 

◎
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査 

令
和
５
年
６
月
７
日
～
令
和
６
年
３
月
26
日
に
か

け
て
15
日
間
程
度
の
派
遣
を
13
回
実
施 

 

◎
収
容
派
遣 

                       

本
年
度
中
に
収
容
さ
れ
た
ご
遺
骨
66
柱
は
、
派
遣

団
と
と
も
に
内
地
に
帰
還
し
、
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓

苑
に
お
い
て
政
府
に
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

村
と
し
て
は
今
後
も
引
き
続
き
、
本
事
業
へ
最
大

限
の
協
力
を
す
る
と
と
も
に
、
事
業
が
よ
り
実
り
多

き
も
の
に
な
る
よ
う
、
厚
生
労
働
省
及
び
日
本
戦
没

者
遺
骨
収
集
推
進
協
会(

※)

を
は
じ
め
と
す
る
関
係

機
関
に
積
極
的
に
は
た
ら
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。 

  n
 

平
成
28
年
11
月
か
ら
厚
生
労
働
省
の
指
導
監
督

の
下
、
民
間
団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
先
の
大
戦
で

の
日
本
人
戦
没
者
の
遺
骨
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及

び
収
骨
収
集
を
実
施
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
一
般

社
団
法
人 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

  

２―

３
１
１
１ 

   
 

 

小
笠
原
村
消
防
団
及
び
母
島
分
団
は
、
東
京
都
消

防
訓
練
所
の
教
官
の
指
導
の
下
、
消
防
団
教
育
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。 

２
月
21
日 

普
通
救
命
講
習(

父
島) 

２
月
23
日 

規
律
・結
束
・救
助
総
合
訓
練(

母
島) 

２
月
24
日 

普
通
救
命
講
習
・ポ
ン
プ
放
水
・ 

無
線
運
用
・火
災
対
応
訓
練(

母
島) 

２
月
27
日 

規
律
・結
束
・泡
消
火
訓
練(

父
島) 

２
月
28
日 

図
上
演
習
・消
火
器
取
り
扱
い
・ 

救
助
訓
練(

父
島) 

            

小
笠
原
村
消
防
団
は
こ
の
よ
う
な
教
育
訓
練
の
ほ

か
に
も
、
定
期
的
に
訓
練
を
行
い
、
地
域
住
民
の
生

命
・財
産
を
守
る
た
め
、
団
員
一
同
こ
れ
か
ら
も
油
断

な
く
緊
急
出
動
に
備
え
て
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
消
防
団
は
父
島
・母
島
共
に
消
防
団
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
島
の
た
め
に
消
防
団
員
と
し
て
活

動
し
ま
せ
ん
か
。 

 ●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

 
 

２―

３
１
１
１ 

母
島
支
所 

 
 
 
   

３―

２
１
１
１ 

    

父
島
の
ご
み
焼
却
施
設
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
建

設
か
ら
２５
年
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

焼
却
施
設
が
故
障
し
て
ご
み
の
焼
却
が
停
止
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
、
燃
や
す
ご
み
を
で
き
る
だ
け
減

ら
し
、
焼
却
施
設
の
負
担
を
軽
減
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

そ
こ
で
４
月
か
ら
、
ま
ず
は
父
島
に
お
い
て
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
硬
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
資
源
回
収

を
始
め
ま
す
。 

【対
象
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
】 

衣
装
ケ
ー
ス
や
コ
ッ
プ
な
ど
の
硬
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

で
、
村
で
定
め
る
２０
品
目
で
す
。
詳
し
く
は
各
戸
配

布
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

【回
収
日
】粗
大
ご
み
の
日(

毎
月
２
回
目
の
水
曜
日) 

【出
し
方
】 

中
が
見
え
る
袋
に
入
れ
、 

そ
の
袋
に
大
き
く
「プ
ラ
」と
書
き
、
可
燃
ご
み
と

少
し
離
す
な
ど
区
別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

衣
装
ケ
ー
ス
な
ど
大
き
な
硬
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な

ど
は
袋
に
入
れ
ず
に
そ
の
ま
ま
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

ま
ず
は
無
理
な
く
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
く

だ
さ
い
。 

 

混
ぜ
れ
ば
「ご
み
」分
け
れ
ば
「資
源
」！ 

 

皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

環
境
課 

生
活
環
境
係
２―

２
２
７
０ 

村
道
奥
村
三
号
線(

奥
村
分
譲
地
内) 

開
通
し
ま
す 

 

 

合
計 

第
４
回 

第
３
回 

第
２
回 

第
１
回 

 

 
１
月
３１
日
～
２
月
１４
日 

噴
火
の
影
響
に
よ
り
中
止 

９
月
２７
日
～
１０
月
１１
日 

７
月
２６
日
～
８
月
９
日 

派 

遣 

期 

間 

66
柱 

27
柱 

― 

22
柱 

17
柱 

収
容
柱
数 

▶
ご
遺
骨
を
収
容
す
る
収
集
団 

▶
泡
消
火
訓
練(

父
島) 

▶
救
助
訓
練(

母
島) 

令
和
５
年
度 

「硫
黄
島
戦
没
者
遺
骨
収
集
帰
還
事
業
」 

 

小
笠
原
村
消
防
団
「消
防
団
教
育
訓
練
」

実
施
報
告 

製
品(

硬
質)

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
父
島
の 

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
回
収
し
ま
す 
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母
島
支
所
入
口
に
お
い
て
、
牛
乳
パ
ッ
ク
に
加
え
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
拠
点
回
収
を
開
始
し

ま
し
た
。 

出
し
方
は
、
母
島
の
各
ご
家
庭
に
配
布
し
ま
し
た

チ
ラ
シ
お
よ
び
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

環
境
課
の
「ご
み

の
回
収
・出
し
方
」の
ペ
ー
ジ)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

     
 

          

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

庶
務
係 

３―

２
１
１
１ 

    

お
が
さ
わ
ら
丸
着
発
便(

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
・

夏
季
等)

期
間
中
、
接
続
便
の
は
は
じ
ま
丸
が
欠
航
し

た
場
合
に
お
い
て
、
父
島
で
の
宿
泊
先
を
確
保
で
き

な
か
っ
た
方
向
け
に
、
奥
村
交
流
セ
ン
タ
ー
を
開
放
い

た
し
ま
す
。 

【対
象
者
】 

母
島
島
民
お
よ
び
観
光
等
で
母
島
に
来
島
さ
れ
る

方(

父
島
島
民
を
除
く) 

 

【方
法
】 

①
ま
ず
は
、
父
島
の
各
宿
泊
施
設(

ま
た
は
小
笠
原

村
観
光
協
会
【父
島
】)

や
、
親
族
・知
人
宅
等
の
お

心
あ
た
り
に
連
絡
し
、
父
島
で
の
宿
泊
先
の
確
保

を
お
願
い
し
ま
す
。 

②
父
島
で
の
宿
泊
先
の
確
保
が
難
し
い
場
合
に
は
、

次
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

《下
り
便
利
用(

東
京→

母
島)

の
場
合
》 

…

総
務
課 

総
務
係 

２―

３
１
１
１ 

《上
り
便
利
用(

母
島→

東
京)

の
場
合
》 

…

母
島
支
所 

庶
務
係 

３―

２
１
１
１ 

※
土
日
祝
日
の
場
合
は
村
役
場(

父
島
２―

３
１
１

１)

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

【注
意
事
項
】 

○
複
数
の
利
用
者
が
い
る
場
合
は
相
部
屋
と
な
り
ま

す
。 

○
飲
食
・タ
オ
ル
類
・ア
メ
ニ
テ
ィ
等
の
提
供
は
一
切

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
自
身
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。 

○
シ
ャ
ワ
ー
室
は
１
室
の
み
で
す
。
譲
り
あ
っ
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

○
船
客
待
合
所
～
交
流
セ
ン
タ
ー
間
の
送
迎
は
父
島

着
日
、
父
島
発
日
に
そ
れ
ぞ
れ
１
回
ず
つ
の
み
行

い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
移
動
は
各
自
で
お
願
い
し

ま
す
。 

な
お
、
お
が
さ
わ
ら
丸
の
通
常
便
運
航
時
に
接
続

便
が
欠
航
す
る
場
合
で
、
父
島
で
の
宿
泊
先
の
確
保

が
難
し
い
場
合
は
、
ホ
テ
ル
シ
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

小
笠
原
海
運
㈱
父
島
営
業
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

 
 

２―

３
１
１
１ 

母
島
支
所 

庶
務
係 

 

３―

２
１
１
１ 

    

４
月
１
日
（月
）か
ら
上
下
水
道
事
業
は
「特
別
会

計
」か
ら
地
方
公
営
企
業
法
の
一
部(

財
務
規
定)

を

適
用
し
た
「公
営
企
業
会
計
」へ
移
行
し
ま
す
。
今
後

は
「簡
易
水
道
事
業
」と
「生
活
排
水
処
理
事
業
」(

下

水
道
事
業
と
浄
化
槽
事
業
を
合
併)

と
し
て
、
施
設
の

適
切
な
維
持
管
理
は
も
と
よ
り
、
さ
ら
な
る
経
営
の

効
率
化
・健
全
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

な
お
、
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
は
主
に
会
計
方

式
の
変
更
で
あ
り
、
上
下
水
道
料
金
等
の
納
付
方
法

や
手
続
き
等
に
つ
い
て
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

詳
細
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

建
設
水
道
課
の
ペ
ー

ジ)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 

２―

３
１
１
５ 

   

４
月
３
日(

水)

の
午
後
は
、
引
っ
越
し
に
伴
う
転
入

手
続
き
が
集
中
し
、
村
民
課
窓
口
が
大
変
混
み
合
う

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
通
常
よ
り
も
手
続
き
に
お

時
間
が
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
時
間
に
余

裕
を
も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
急
ぎ
で
な

い
方
は
、
転
入
手
続
き
が
集
中
す
る
時
期
を
避
け
て

窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係 

 
 

２―

３
１
１
３ 

    

竹
芝
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
２
階
「小
笠
原
村
東
京
連

絡
事
務
所
」で
は
、
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
方
を
対
象
に
、
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
証
明
書
な

ど
の
証
明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

ご
利
用
の
際
は
村
民
課
住
民
係
ま
で
電
話
に
て
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 
住
民
係 

 
 

２―

３
１
１
３ 

  

   

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
を
月
払
い
か
ら
年
払
い

(

４
月
～
翌
年
３
月
ま
で)

へ
変
更
さ
れ
た
い
方
は
、
総

務
課
情
報
通
信
係
も
し
く
は
母
島
支
所
庶
務
係
へ
届

出
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
す
で
に
年
払
い
で
お
支
払
い

さ
れ
て
い
る
方
は
、
届
出
が
な
い
場
合
、
引
き
続
き
年

払
い
と
な
り
ま
す
。 

【届
出
期
限
】４
月
12
日(

金) 

【利
用
料
】月
払
い
利
用
料 

 

１
，
５
６
０
円 

 
 
 
 
 
 

年
払
い
利
用
料 

１
７
，
１
６
０
円 

※
年
払
い
の
場
合
は
、
１
，
５
６
０
円
お
安
く
な
り
ま

す
。 

※
利
用
料
減
免
対
象
の
方
は
、
前
記
利
用
料
か
ら
減

額
し
た
額
も
し
く
は
免
除
に
な
り
ま
す
。
減
免
申

請
の
ご
案
内
は
、
村
民
だ
よ
り
６
月
号
に
掲
載
し

ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

情
報
通
信
係
２―

３
１
１
１ 

    

３
月
13
日
、
14
日
、
18
日
、
19
日
に
実
施
さ
れ

た
小
笠
原
村
議
会
・令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
を
小

笠
原
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ(

11
チ
ャ
ン
ネ
ル)

で
録
画

放
送
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【放
送
日
】 

○
４
月
23
日(

火)

午
前
９
時
～ 

本
会
議
、
総
務
委
員
会
、 

硫
黄
島
特
別
委
員
会 

○
４
月
24
日(

水)

午
前
９
時
～ 

 

小
笠
原
航
空
路
開
設
推
進
特
別
委
員
会
、
本
会
議 

○
４
月
25
日(

木)

午
前
９
時
～ 

 

予
算
特
別
委
員
会
、
本
会
議 

※Y
o
u
tu

b
e

で
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
も
行
っ
て
お
り

ま
す
。  

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

情
報
通
信
係
２―

３
１
１
１ 

母
島
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

は
じ
め
ま
し
た 

 

お
が
さ
わ
ら
丸
着
発
便
に
乗
船
さ
れ
る 

母
島
島
民
の
皆
さ
ま
へ 

 

上
下
水
道
事
業
が
公
営
企
業
会
計
へ 

移
行
し
ま
す 

 

本
庁
窓
口
の
混
雑
に
つ
い
て 

 

小
笠
原
村
東
京
連
絡
事
務
所
で
も 

証
明
書
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す 

 

小
笠
原
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料 

年
払
い
・月
払
い
の
変
更
を
受
付
け
ま
す 

 

小
笠
原
村
議
会
定
例
会(

第
１
回) 

テ
レ
ビ
録
画
放
送
の
お
知
ら
せ 
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◎
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
臨
時
運
行 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の
４
月
２８

日 

(

日)

、
２９
日(
月)
、
５
月
３
日(

金)

～
５
日(

日)

は
、

扇
浦
線
を
増
便
し
て
運
行
し
ま
す
。 

【臨
時
増
便
】 

○
午
後
２
時
４５
分(

村
役
場
前
発) 

○
午
後
３
時
１０
分(

小
港
海
岸
発) 

 

休
日
の
お
出
か
け
に
は
、
村
営
バ
ス
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
営
バ
ス
営
業
所 

 

２―

３
９
８
８ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

産
業
観
光
課 

   
 

２―

３
１
１
４ 

    

小
笠
原
村
で
は
東
京
都
の
補
助
制
度
を
活
用
し
、

日
常
生
活
上
の
突
発
的
な
事
情
な
ど
に
よ
り
一
時
的

に
保
育
が
必
要
な
保
護
者
が
、
東
京
都
指
定
の
事
業

者
を
利
用
し
た
場
合
、
利
用
料
の
一
部
を
補
助
す
る

制
度
を
実
施
し
ま
す
。 

【利
用
対
象
】 

村
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
児
童
と
と
も
に
村
内

に
居
住
し
て
い
る
保
護
者 

【補
助
対
象
時
間
】 

児
童
一
人
あ
た
り
年
１
４
４
時
間 

(

多
児
の
場
合
は
、
児
童
一
人
あ
た
り
２
８
８
時
間) 

【補
助
金
額
】 

 

児
童
一
人
１
時
間
あ
た
り 

 
 

《午
前
７
時
～
午
後
１０
時
》 

…

２
，
５
０
０
円
を
上
限
に
補
助 

《午
後
１０
時
～
午
前
７
時
》  

…

３
，
５
０
０
円
を
上
限
に
補
助 

【対
象
事
業
者
】 

東
京
都
が
定
め
る
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
利
用
支
援
事

業(

一
時
預
か
り
利
用
支
援)

の
認
定
事
業
者
を
選
び

直
接
契
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
詳
細
は
東
京
都
福
祉
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。→

 

  

※
村
内
で
本
事
業
の
対
象
と
な
る
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー

が
登
録
さ
れ
て
い
る
事
業
者
は
、
「株
式
会
社 

キ

ッ
ズ
ラ
イ
ン
」に
登
録
さ
れ
て
い
る
、
「１
名(

父
島)

」

し
か
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

【申
請
方
法
・利
用
の
流
れ
】 

詳
し
い
申
請
方
法
お
よ
び
利
用
の
流
れ
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
問
合
せ
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

 
 

２―

３
９
３
９ 

                        

  

小
笠
原
村
で
は
、
硫
黄
島
旧
島
民
の
就
農
並
び
に

農
業
者
の
経
営
規
模
の
拡
大
お
よ
び
農
地
の
安
定
確

保
を
支
援
し
、
硫
黄
島
旧
島
民
定
住
促
進
と
一
般
農

業
振
興
を
図
る
た
め
、
平
成
３０
年
１０
月
か
ら
蝙
蝠

谷
農
業
団
地
を
運
営
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
度
、
次
の
と
お
り
第
七
期
就
農
者
を
募
集
し

ま
す
。 

【応
募
資
格
】 

次
の
①
～
②
の
条
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方 

①
硫
黄
島
旧
島
民
で
、
就
農
意
欲
が
あ
り
、
就
農
を

許
可
し
た
日
以
降
に
母
島
に
在
住
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と 

②
硫
黄
島
旧
島
民
以
外
の
場
合
は
次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
こ
と  

(

１)

小
笠
原
村
に
在
住
し
て
い
る
こ
と 

(

２)

就
農
の
許
可
を
し
た
日
以
降
に
母
島
に
居
住

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と 

(

３)

申
請
の
日
以
前
に
小
笠
原
村
に
お
い
て
、
農
業

経
営
主
と
し
て
１
年
以
上
の
実
績
が
あ
る
こ

と
又
は
農
作
業
従
事
者
と
し
て
３
年
以
上
の

実
績
が
あ
る
こ
と 

 
(

４)

農
地
の
安
定
確
保
又
は
規
模
拡
大
を
望
ん
で

お
り
、
意
欲
的
に
就
農
で
き
る
こ
と 

※ (

３)

の
農
業
経
営
主
の
実
績
及
び
農
作
業
従
事

者
の
実
績
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
基
準
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【募
集
人
数
】２
名 

【区
画
条
件
】 

         

○
貸
付
開
始
は
９
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

○
使
用
料
は
都
内
農
地
賃
借
料
の
直
近
１
年
間
の
平

均
額
に
準
じ
て
お
り
、
毎
年
見
直
し
ま
す
。 

【使
用
期
間
】 

最
長
10
年
間(

更
新
に
関
す
る
定
め
あ
り) 

【応
募
期
間
】４
月
15
日(

月)

ま
で 

【応
募
方
法
】 

応
募
書
類
、
募
集
要
項
は
村
役
場
産
業
観
光
課
、

母
島
支
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
募
集
内
容
等
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
産
業
観
光
課
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 
 
 

２―

３
１
１
４ 

  

 

小
笠
原
諸
島
に
は
開
拓
の
初
期
か
ら
八
丈
島
出
身

の
方
が
多
く
入
植
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
八
丈
島
と
は

長
く
強
い
つ
な
が
り
が
あ
り
、
昭
和
63
年
６
月
26
日
、

小
笠
原
村
と
八
丈
町
は
友
好
都
市
提
携
を
結
ん
で
い

ま
す
。 

令
和
６
年
は
八
丈
町
の
町
政
施
行
70
周
年
の
年
で

す
。 こ

れ
を
記
念
し
て
、
お
が
さ
わ
ら
丸
の
八
丈
寄
港

便
を
利
用
し
、
八
丈
町
へ
の
訪
問
事
業
を
実
施
し
ま

す
。 こ

の
機
会
に
、
小
笠
原
と
ゆ
か
り
の
深
い
八
丈
島

を
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
。 

【日
程
】 

○
６
月
24
日(

月) 
 

父
島
よ
り
お
が
さ
わ
ら
丸
八
丈
島
寄
港
上
り
便
に

乗
船 

○
６
月
25
日(

火) 

八
丈
島
底
土
港
に
到
着
、
下
船
後
は
島
内
視
察
、

視
察
終
了
後
解
散 

 

八
丈
島
到
着
後
、
村
が
チ
ャ
ー
タ
ー
す
る
町
内
視

察
バ
ス
に
て
、
八
丈
島
の
各
所
を
視
察
し
ま
す
。 

視
察
バ
ス
は
最
終
の
航
空
便
（午
後
５
時
30
分
八

 

使用料年額 

（円） 

面積 

（㎡） 

区

画 

14,568 1,655.53 15 

12,561 1,427.46 16 

村
営
バ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
利
用
支
援
事
業 

 

蝙
蝠
谷
農
業
団
地
第
七
期
就
農
者
の
募
集 

 

「八
丈
町
訪
問
事
業
」参
加
者
募
集 
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丈
島
空
港
発
）に
間
に
合
う
よ
う
、
八
丈
島
空
港
を
経

由
す
る
行
程
で
運
行
し
ま
す
。 

【ご
確
認
く
だ
さ
い
】 

お
が
さ
わ
ら
丸
乗
船
券
、
八
丈
町
か
ら
東
京
へ
の

移
動(

定
期
船
、
航
空
路)

、
八
丈
町
で
の
宿
泊
は
、
ご

自
身
で
ご
手
配
と
費
用
の
ご
負
担
を
お
願
い
し
ま
す
。 

天
候
、
海
況
な
ど
に
よ
り
、
八
丈
島
寄
港
が
で
き

な
か
っ
た
場
合
、
訪
問
事
業
は
中
止
と
な
り
ま
す
。
悪

し
か
ら
ず
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。 

【参
加
申
込
】 

４
月
26
日
（金
）ま
で
に
総
務
課
総
務
係
（２―

３

１
１
１
）へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

 
 

２―

３
１
１
１ 

   

過
去
に
４
回
実
施
を
計
画
し
て
い
た
も
の
の
台
風

の
接
近
な
ど
で
実
施
が
出
来
な
か
っ
た
沖
ノ
鳥
島
視

察
会
で
す
が
、
こ
の
度
、
改
め
て
実
施
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

お
が
さ
わ
ら
丸
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
、
沖
ノ
鳥
島
を

周
回
し
ま
す
。 

【日
程
】 

７
月
４
日(

木)

午
後
３
時
頃 

父
島
出
港 

 
 
 

５
日(

金)

午
後
２
時
頃
～
沖
ノ
鳥
島
を
周
回 

 
 
 

６
日(

土)

午
後
３
時
頃 

父
島
到
着 

【視
察
内
容
】 

沖
ノ
鳥
島
の
環
礁
の
外
を
お
が
さ
わ
ら
丸
で
周
回

し
視
察
し
ま
す
。
上
陸
は
せ
ず
、
船
上
か
ら
の
視
察

と
な
り
ま
す
。 

そ
の
他
、
沖
ノ
鳥
島
に
関
す
る
講
演
会
、
パ
ネ
ル
等

の
資
料
展
示
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

【参
加
募
集
対
象
者
】 

申
込
日
現
在
に
お
い
て
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
を

し
て
い
る
村
民 

(

本
土
に
お
住
ま
い
の
方
の
募
集
は
あ
り
ま
せ
ん) 

※
母
島
か
ら
参
加
さ
れ
る
方
向
け
に
、
４
日
と
６
日

に
、
は
は
じ
ま
丸
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便(

無
償)

を
運

航
予
定
で
す
。 

【募
集
人
員
】３
０
０
名
程
度(

中
学
生
以
上
に
限
る) 

【申
込
方
法
】 

村
役
場
総
務
課
ま
た
は
母
島
支
所
に
て
、
申
込
用

紙
に
記
入
の
う
え
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

【申
込
期
間
】４
月
２６
日(

金)

～
５
月
２２
日(

水) 

【参
加
費
用
】 

東
京
～
父
島
間
の
島
民
割
引
片
道
運
賃
の
１
・５

倍(

調
整
金
を
含
む)

。
７
月
の
調
整
金
額
を
も
と
に

改
め
て
参
加
費
用
を
設
定
し
ま
す
。 

※
５
月
運
賃
・調
整
金
か
ら
試
算
し
た
参
考
額 

１
等 

 
 

７
万
２
千
円
程
度 

特
２
等 

 

４
万
６
千
円
程
度 

２
等
寝
台 

３
万
５
千
円
程
度 

２
等
和
室 

３
万
１
千
円
程
度 

※
申
込
み
時
に
利
用
等
級
の
希
望
を
ご
記
入
い
た
だ

き
ま
す
。 

※
席
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
に
添
え

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。(

応
募
者
多
数
の
場
合
は

居
住
期
間
が
長
い
方
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。) 

※
食
事
代
は
別
で
す(
船
内
レ
ス
ト
ラ
ン
等
を
営
業

予
定)

。 

【そ
の
他
】 

事
業
の
詳
細
は
、
４
月
１５
日(
月)
に
村
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
、
ま
た
は
窓
口
で
配
布
す
る
募
集
要
項

に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

企
画
政
策
室
２―
３
１
１
１ 

  

源
泉
徴
収
義
務
者
の
方
を
対
象
に
、
令
和
６
年
度

税
制
改
正
に
よ
る
所
得
税
の
定
額
減
税
説
明
会
を
実

施
い
た
し
ま
す
。
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。 

◎
源
泉
所
得
税 

定
額
減
税
説
明
会 

〔説
明
者
：芝
税
務
署
員
〕 

《父
島
》２
回
開
催 

【日
時
】①
４
月
23
日(

火) 

午
前
９
時
～ 

 
 
 
 
 
 

②
４
月
23
日(

火) 

午
後
２
時
～ 

【場
所
】村
役
場 

２
階
会
議
室 

《母
島
》 

【日
時
】４
月
24
日(

水) 

午
後
２
時
～ 

【場
所
】母
島
支
所 

２
階
会
議
室 

 

い
ず
れ
も
説
明
会
を
１
時
間
行
っ
た
あ
と
、
質
疑

応
答
の
時
間
を
設
け
る
予
定
で
す
。 

な
お
、
相
談
会
に
つ
い
て
は
、
事
前
予
約
制
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
４
月
18
日(

木)

ま
で
に

財
政
課
税
務
係(

２-

３
１
１
２)

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

(

午
前
８
時
～
正
午
、
午
後
１
時
３０
分
～
午
後
５
時) 

※
予
約
の
際
に
源
泉
徴
収
義
務
者
名
、
参
加
人
数
、

連
絡
先
等
を
お
伺
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

(

説
明
会
の
開
催
・予
約
に
関
す
る
こ
と) 

…

財
政
課 

税
務
係 

２―

３
１
１
２ 

(

国
税
の
手
続
き
・制
度
に
関
す
る
こ
と) 

…

芝
税
務
署 

０
３―

３
４
５
５―

０
５
５
１ 

※
自
動
音
声
案
内
に
従
い
「２
」を
押
し
、
交
換
手
に

次
の
内
線
番
号
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。 

《源
泉
所
得
税
の
定
額
減
税
に
つ
い
て
》 

 

内
線 

２
４
０
４
～
２
４
０
６ 

   

固
定
資
産
税
は
、
総
務
大
臣
の
定
め
る
固
定
資
産

評
価
基
準
に
よ
り
村
長
が
固
定
資
産
の
価
格
を
決
定

し
、
こ
の
価
格
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
ま
す
。 

土
地
お
よ
び
家
屋
の
所
有
者
な
ど
は
、
こ
の
価
格

を
知
る
た
め
、
固
定
資
産
税
台
帳(

名
寄
帳)

の
閲
覧

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
村
内
の
ほ
か
の

土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
と
比
較
す
る
た
め
、
価
格

等
縦
覧
帳
を
縦
覧
で
き
ま
す
。 

【固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
】 

 

《期
間
》通
年(

土
日
・祝
祭
日
を
除
く) 

 

《時
間
》午
前
８
時
～
午
後
５
時
１５
分 

 
 
 
 
 
(

正
午
～
午
後
１
時
３０
分
を
除
く) 

【価
格
等
縦
覧
帳
の
縦
覧
】 

 

《期
間
》４
月
１
日(

月)

～
５
月
３１
日(

金) 

 
 
 
 
 
(

土
日
・祝
祭
日
を
除
く) 

 

《時
間
》午
前
８
時
～
午
後
５
時
１５
分 

 
 
 
 
 
(

正
午
～
午
後
１
時
３０
分
を
除
く) 

【閲
覧
お
よ
び
縦
覧
場
所
】 

 

《父
島
》財
政
課
税
務
係 

 

《母
島
》母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課 

税
務
係 

 

２―

３
１
１
２ 

  

～
退
職(

失
業)

に
よ
る
特
例
免
除
制
度
を 

ご
利
用
く
だ
さ
い
～ 

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方
が
退
職(

失
業)

さ

れ
る
と
、
村
役
場
で
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
行

い
、
月
額
１
６
、
９
８
０
円(

令
和
６
年
度
の
金
額)

の

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
方
に
は
、

申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。 

特
例
免
除
制
度
は
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た

方
が
退
職(

失
業)

し
た
月(

月
末
退
職
の
場
合
は
翌

月)

か
ら
、
退
職(

失
業)

し
た
年
の
翌
々
年
の
６
月
ま

で
の
期
間
に
限
り
、
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。  

 

通
常
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
た
め
に
は
、
申
請

者
本
人
・配
偶
者
・世
帯
主
の
方
が
所
得
基
準
の
範
囲

内
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
特
例
免
除
で
は
、

審
査
の
対
象
と
な
る
申
請
者
本
人
の
所
得
を
除
外
し

て
審
査
を
行
い
ま
す
。 

特
例
免
除
を
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
や
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
等
の
公

的
機
関
の
証
明
書
の
写
し
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
学
生
の
方
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
学
生
納
付
特
例
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係 

 

２―

３
１
１
３ 

 

「沖
ノ
鳥
島
視
察
会
」参
加
者
募
集 

 

源
泉
所
得
税 

定
額
減
税
説
明
会 

 
固
定
資
産
税
台
帳
の
閲
覧
・ 

価
格
縦
覧
帳
の
縦
覧 

 

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ 
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（割合は小数点１位未満を四捨五入しているため、合計が100％にならないことがあります）

●会計別予算額

金額（千円） 構成比（%） 前年比（千円）

6,521,837 82.8 914,209

369,527 4.7 27,047

289,993 3.7 △ 9,530

65,561 0.8 57,545

101,943 1.3 557

209,568 2.7 △ 2,187

266,029 3.4 69,253

46,863 0.6 11,722

7,871,321 100.0 1,068,616

国民健康保険特別会計

一般会計

後期高齢者医療特別会計

合 計

簡易水道事業会計

宅地造成事業特別会計

介護保険（保健事業勘定）特別会計

介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計

生活排水処理事業会計

歳　入

6,521,837 千円

歳　出

6,521,837 千円

千円
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現
在
、
村
内
に
は
父
島
３
名
、
母
島
２
名
の
民
生
委

員
・児
童
委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。 

民
生
委
員
・児
童
委
員
は
、
村
民
の
皆
さ
ま
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域
に
暮
ら
す
身
近
な
相
談

相
手
と
し
て
、
高
齢
で
暮
ら
し
や
健
康
に
不
安
が
あ

る
方
や
、
自
分
や
家
族
の
医
療
や
介
護
、
子
育
て
の
心

配
ご
と
や
不
安
な
ど
、
社
会
福
祉
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。 

相
談
内
容
に
応
じ
て
、
村
の
窓
口
や
社
会
福
祉
協

議
会
、
児
童
相
談
所
な
ど
の
関
係
機
関
を
は
じ
め
、 

必
要
な
支
援
へ
の
「パ
イ
プ
役
」と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 
 

【父
島
地
区
】 

 

○
セ
ー
ボ
レ
ー 

悦
子 

 

○
増
山 

一
清 

 

○
矢
嶋 

和
歌
子(

主
任
児
童
委
員) 

【母
島
地
区
】 

 

○
菊
池 

峰
子 

 

○
小
松 

朗
生 

 
 ●

問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

  

２—

３
９
３
９ 

 

・  
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
    

３—

２
１
１
１ 

   

４
月
１
日
付 

 

◎
異
動 

《 

》内
は
旧
所
属 

【課
長
補
佐
級
】 

 

財
政
課
課
長
補
佐
税
務
係
長 

森
本 

誠
一
《環
境
課
課
長
補
佐
生
活
環
境
係
長
》 

 

産
業
観
光
課
課
長
補
佐(

課
務
担
当) 

 
 

田
久
保 

洋
《財
政
課
課
長
補
佐(

税
務
担
当)

》 

 

環
境
課
課
長
補
佐
自
然
環
境
係
長(

昇
任) 

 
 

安
藤 

武
史
《環
境
課
自
然
環
境
係
長
》 

 

環
境
課
課
長
補
佐
生
活
環
境
係
長 

 
 

松
谷 

諭
《財
政
課
課
長
補
佐
税
務
係
長
》 

【係
長
級
】 

 

医
療
課
診
療
所
係
主
査 

 
 

菊
池 

康
彦
《村
民
課
住
民
係
主
査
》 

 

医
療
課
診
療
所
係
主
任
臨
床
検
査
技
師(

昇
任) 

 
 

内
藤 

咲
恵
《医
療
課
診
療
所
係
》 

 

母
島
支
所
庶
務
係
主
査(

昇
任) 

 
 

白
川 

研
《母
島
支
所
庶
務
係
主
任
》 

【主
任
級
】 

 

財
政
課
税
務
係
主
任 

 
 

小
林 

修
一
《財
政
課
財
政
係
主
任
》 

村
民
課
福
祉
係
主
任(

昇
任) 

 
 

加
藤 

佑
太
《母
島
支
所
庶
務
係
》 

医
療
課
診
療
所
係(

太
陽
の
郷)

介
護
福
祉
士(

昇
任) 

 
 

小
松 

佐
智
子
《医
療
課
診
療
所
係(

太
陽
の
郷)

》 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係
主
任(

昇
任) 

 
 

加
藤 

新
平
《産
業
観
光
課
産
業
観
光
係
》 

【主
事
級
】 

 

財
政
課
財
政
係 

 
 

奈
須
野 
洸
斗
《総
務
課
総
務
係
》 

村
民
課
住
民
係 

 
 

石
橋 

陸
《医
療
課
診
療
所
係
》 

村
民
課
福
祉
係(

父
島
保
育
園)

保
育
士 

 
 

蓮
見 

知
子
《村
民
課
福
祉
係(

母
島
保
育
園)

》 

 

◎
採
用 

【主
任
級
】 

村
民
課
福
祉
係 

稲
垣 

清
香(

保
健
師) 

医
療
課
診
療
所
係(

小
笠
原
村
診
療
所) 

 

三
森 

理
恵(

看
護
師) 

医
療
課
診
療
所
係(

小
笠
原
村
診
療
所) 

田
中 

今
日
子(

看
護
師) 

医
療
課
診
療
所
係(

小
笠
原
村
診
療
所) 

 

中
島 

彩
華(

看
護
師) 

【主
事
級
】  

 

村
民
課
付(

母
島
保
育
園) 

原
田 

弘
美(

保
育
士) 

 

母
島
支
所
付 

石
尾 

大
悟 

 

【再
任
用(

継
続)

】 

建
設
水
道
課
主
査 

千
葉 

勇
人 

◎
派
遣 

【赴
任
】 

医
療
課
診
療
所
係(

小
笠
原
村
診
療
所) 

 

大
林 

由
依(

医
師) 

医
療
課
診
療
所
係(

母
島
診
療
所) 

 

政
谷 

薫(

医
師) 

 

３
月
31
日
付 

◎
勤
務
延
長(

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で) 

《 

》内
は
旧
所
属 

【課
長
級
】 

 

総
務
課
長 

 
 

杉
本 

重
治
《総
務
課
長
》 

 

建
設
水
道
課
長 

 
 

繁
藝 

則
仁
《建
設
水
道
課
長
》 

【医
師
・歯
科
医
師
】 

 

医
療
課
診
療
所
係(

小
笠
原
村
診
療
所) 

 
 

山
口 

徹
也
《医
療
課
診
療
所
係(

小
笠
原
村
診
療

所)

》 

 

◎
任
期
延
長(

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で) 

【主
任
級
】 

母
島
支
所
庶
務
係
主
任 

 

白
川 

研
《母
島
支
所
庶
務
係
主
任
》 

 

◎
退
職  

【退
職
】 

 

総
務
課
付(

課
長
補
佐) 

大
田 

泰
史 

村
民
課
福
祉
係
主
査 

藤
森 

由
美
子(

保
健
師) 

医
療
課
診
療
所
係
主
査(

小
笠
原
村
診
療
所) 

 

片
桐 

智
美(

看
護
師) 

村
民
課
福
祉
係 

稲
垣 

清
香(

保
健
師
：任
期
満
了) 

 

医
療
課
診
療
所
係(

小
笠
原
村
診
療
所) 

 

三
森 
理
恵(

看
護
師
：任
期
満
了) 

 

医
療
課
診
療
所
係(

小
笠
原
村
母
島
診
療
所) 

 

山
並 

航(

助
産
師) 

村
民
課
福
祉
係 

細
井 
彩
香  

村
民
課
福
祉
係(

父
島
保
育
園) 

平
井 

春
香(

保
育
士) 

村
民
課
福
祉
係(

母
島
保
育
園) 

 

寺
戸 

愛
海(

保
育
士) 

 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係 

關 

祥
子 

 

◎
派
遣 

【帰
任
】 

医
療
課
診
療
所
係(

小
笠
原
村
診
療
所) 

 

小
川 

誠(

医
師) 

医
療
課
診
療
所
係(

母
島
診
療
所) 

 

阿
部 

一
貴(

医
師) 

     

有
料
老
人
ホ
ー
ム
『太
陽
の
郷
』で
は
会
計
年
度
任

用
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 ➀
介
護
員(

介
護
福
祉
士
ま
た
は
介
護
初
任
者
講
習

修
了
相
当)

若
干
名 

【業
務
内
容
】介
護
業
務
全
般 

【勤
務
時
間
】 

午
前
６
時
～
午
後
８
時
15
分
の
間
の
シ
フ
ト
勤
務

ま
た
は
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で
の
間
で

希
望
に
応
じ
て
３
時
間
以
上 

【報
酬
額(

時
給)

】１
，
１
１
４
円
～
１
，
３
１
８
円 

 

➁
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師 

若
干
名 

【業
務
内
容
】 

介
護
施
設
に
お
け
る
看
護
業
務
お
よ
び
介
護
業
務

の
一
部 

【勤
務
時
間
】 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で
の
間
で
希
望
に

応
じ
て
３
時
間
以
上 

【報
酬
額(

時
給)

】１
，
１
２
７
円
～
１
，
５
４
２
円 

 

➂
介
護
助
手
：若
干
名 

【業
務
内
容
】 

入
居
者
の
衣
類
洗
濯
、
お
部
屋
掃
除
な
ど 

民
生
委
員
・児
童
委
員
の
紹
介 

 

小
笠
原
村
人
事
異
動 

 

会
計
年
度
任
用
職
員
の
募
集 

(

老
人
ホ
ー
ム) 
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【勤
務
時
間
】】 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
９
時
ま
で
の
う
ち
、 

３
～
６
時
間 

【報
酬
額(
時
給)

】１
，
１
１
３
円
～
１
，
２
０
５
円 

【条
件
等
】 

ま
だ
ま
だ
働
き
た
い
と
い
う
ミ
ド
ル
シ
ニ
ア
の
方

(

60
～
75
歳
く
ら
い)
、
育
児
や
家
事
と
無
理
な
く

両
立
で
き
る
時
間
で
働
き
た
い
と
い
う
方
、
大
歓
迎 

【応
募
方
法
】 

応
募
先
に
連
絡
後
、
市
販
の
履
歴
書(

顔
写
真
添

付)

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
お
持
ち
く
だ
さ
い
。  

(

任
用
の
際
、
免
許
証
、
資
格
証
等
の
写
し
が
必
要
と

な
り
ま
す) 

※
詳
細
に
関
し
て
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い 

 

●
問
合
せ
・応
募
先 

 
 

太
陽
の
郷
採
用
担
当 

 
 
 
 
 

２―

３
８
８
１ 

   

【職
種
】一
般
業
務
員(

保
育
補
助
業
務) 

【勤
務
先
及
び
採
用
人
数
】父
島
保
育
園 

【任
用
期
間
】 

令
和
６
年
４
月
１
日
～
令
和
７
年
３
月
31
日 

【勤
務
時
間
】 

午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分
の
間 

(

シ
フ
ト
勤
務
あ
り 

週
29
時
間) 

【応
募
資
格
】不
問(

保
育
士
免
許
所
有
者
を
優
先) 

【応
募
方
法
】履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
村

民
課
福
祉
係
ま
た
は
母
島
支
所
に
ご
提
出
く
だ
さ
い 

【報
酬
額(

時
給)

】 

保
育
士
免
許
有…

１
，
１
６
４
円
～
１
，
３
６
３
円 

保
育
士
免
許
無…

１
，
１
１
３
円
～
１
，
２
０
５
円 

【申
込
期
限
】 

応
募
人
数
が
定
員
に
達
し
次
第
、
募
集
終
了
と
な

り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

 

２―

３
９
３
９ 

 

   

令
和
５
年
度
学
校
評
価
結
果
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お

よ
び
村
立
学
校
各
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。
令
和
５
年
度
中
に
各
校
が
取
り
組
ん
だ
各
種

教
育
活
動
に
対
す
る
、
児
童
・生
徒
に
よ
る
授
業
等
評

価
、
教
職
員
に
よ
る
内
部
評
価
、
保
護
者
・地
域
の
皆

様
か
ら
の
ご
意
見
等
を
ま
と
め
、
学
校
ご
と
に
報
告

し
て
お
り
ま
す
。 

【閲
覧
方
法
】 

○
２
次
元
コ
ー
ド(

下
記)

を
読
み
取
る
。 

○
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
。 

○
村
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
教
育
課
「学
校
教
育
」に
ア

ク
セ
ス
す
る
。 

令
和
６
年
度
も
、
村
立
学
校
の
教
育
活
動
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●
問
合
せ
先 
教
育
委
員
会
事
務
局 

２―

３
１
１
７ 

   

◎
施
設
開
放 

小
笠
原
高
等
学
校
で
は
、
夜
間
お
よ
び
休
校
日
に

次
の
施
設
を
開
放
し
て
い
ま
す
。 

【体
育
施
設
】 

(

屋
外
施
設)

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

 (

屋
内
施
設)

体
育
館
、
武
道
場 

【文
化
施
設
】 

音
楽
室 

使
用
す
る
場
合
は
、
事
前
の
団
体
登
録
が
必
要
で

す
。
登
録
を
希
望
す
る
場
合
は
、
本
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
の
う
え
、
小
笠
原
高
等
学
校
経
営
企
画

室
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 ◎
図
書
館
開
放 

図
書
室
の
一
般
開
放
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

【開
放
日
】毎
週
日
曜
日 

 

【開
放
時
間
】午
後
２
時
３０
分
～
５
時 

※
た
だ
し
、
学
校
行
事
等
の
た
め
閉
館
と
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
立
小
笠
原
高
等
学
校 

 
 

２―

２
３
４
６ 

        

日
頃
よ
り
、
園
地
の
適
切
な
利
用
に
ご
協
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

父
島
・境
浦
園
地
の
ト
イ
レ
入
口
に
新
た
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
設
置
し
ま
し
た
。
緊
急
時
に
使
用
方
法
を
確
認
の

上
、
ご
使
用
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
場
合
は
、
小
笠
原
支
庁

土
木
課
自
然
公
園
担
当
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。 

           

※
他
、
設
置
済
み
の
園
地
・・・小
港
園
地
、 

宮
之
浜
園
地 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課 

２―

２
１
６
５ 

 
 
 

   

◎
令
和
６
年
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

【期
間
】 

４
月
６
日(

土)

～
１５
日(
日)
ま
で
の
１０
日
間 

①
こ
ど
も
が
安
全
に
通
行
で
き
る
道
路
交
通
環
境
の

確
保
と
安
全
な
横
断
方
法
の
実
践 

②
歩
行
者
優
先
意
識
の
徹
底
と
「思
い
や
り
・ゆ
ず
り

合
い
」運
転
の
励
行 

 

③
自
転
車
・電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
等
利
用
時
の
ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
と
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守 

④
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止 

 
 
 

以
上
４
点
を
テ
ー
マ
に
、
小
笠
原
警
察
署
で
は
、

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
行
い
ま
す
。 

ま
た
、
安
全
運
動
期
間
中
は
、
飲
酒
運
転
や
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
等
の
各
種
交
通
違
反
の
取
締
り
も
強
化
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

◎
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

(

交
通
少
年
団
活
動)(

父
島) 

【日
時
】４
月
１４
日(

日) 

午
前
１０
時
～
１１
時(

雨
天
中
止) 

【場
所
】東
町 

三
角
公
園 

【内
容
】島
民
・来
島
者
へ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動 

 
 
 
 

パ
ト
カ
ー
・白
バ
イ
等
の
体
験
乗
車 

※
子
ど
も
用
制
服
の
試
着
体
験
も
あ
り
、
写
真
撮
影

も
可
能
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎
母
島
交
通
安
全
講
習
会                                 

 
 

【日
時
】４
月
８
日(

月)

午
後
６
時
～ 

 
 

【場
所
】母
島
村
民
会
館
体
育
室 

 
 

【内
容
】交
通
安
全
の
講
話
・Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴 

    ◎
令
和
６
年
度
「小
笠
原
交
通
少
年
団
員
」募
集 

小
笠
原
交
通
少
年
団
員
を
募
集
し
ま
す
。 

交
通
少
年
団
は
、
活
動
を
通
じ
て
周
囲
の
人
々
に

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
な
が
ら
、
団
員
自
ら
が
交
通

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
学
び
、
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
た

社
会
人
に
育
つ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

主
な
活
動
は
、
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
パ
ト
カ

ー
な
ど
に
よ
る
交
通
安
全
広
報
の
ほ
か
、
ハ
イ
キ
ン
グ

や
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。 

ま
た
、
交
通
少
年
団
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

村
立
学
校 

 

令
和
５
年
度
学
校
評
価
結
果
の
掲
載 

 

会
計
年
度
任
用
職
員
の
募
集(

保
育
園) 

 

小
笠
原
高
等
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ 

境
浦
園
地
ト
イ
レ
に 

新
た
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
ま
し
た 

警
察
か
ら
の
お
知
ら
せ 
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ん
だ
団
員
は
、
卒
業
時
に
警
視
庁
交
通
部
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
る
他
、
公
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

証
明
書
が
授
与
さ
れ
ま
す
。 

【申
込
資
格
】 

小
笠
原
小
学
校
在
籍
の
１
年
生
か
ら
６
年
生 

【申
込
期
間
】 

随
時
募
集 

(

学
年
の
途
中
か
ら
で
も
参
加
出
来
ま
す
。) 

 
 

入
団
式
は
５
月
頃
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

【申
込
場
所
】警
視
庁
小
笠
原
警
察
署 

※
申
込
書
は
警
察
署
に
あ
り
ま
す
。 

 

◎
「小
笠
原
警
察
署
少
年
柔
剣
道
部
員
」募
集 

小
学
１
年
生
の
み
な
さ
ん
、 

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

小
笠
原
警
察
署
で
は
、 

【毎
週
水
曜
日
に
柔
道
、
木
曜
日
に
剣
道
】 

の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
新
学
期
に
伴
い
、
練
習
生
を

募
集
し
ま
す
。
最
初
は
、
新
入
部
員
を
対
象
に
、
基
本

の
練
習
を
す
る
こ
と
か
ら
、
募
集
期
間
は
毎
年
４
月

中
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
は
、
日
本
武
道
館
で
行

わ
れ
る
錬
成
大
会
も
通
常
ど
お
り
開
催
さ
れ
、
武
道

始
め
等
、
中
止
さ
れ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
も
再
開
し
て
お

り
ま
す
。
１
年
生
に
限
ら
ず
入
部
可
能
で
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
、
是
非
こ
の
機
会
に
お
問
い
合
せ

を
！ 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

    

２―

２
１
１
０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

母
島
駐
在
所 

     

３―

２
１
１
０ 

    

公
益
財
団
法
人
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、

島
し
ょ
地
域
の
グ
ル
ー
プ
等
が
、
島
し
ょ
地
域
の
振
興

を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
、
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
島
し
ょ
振
興
公

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

【募
集
期
間
】４
月
19
日(

金)

ま
で 

【対
象
事
業
】 

○
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

○
地
域
振
興
に
係
る
観
光
の
振
興
に
関
す
る
事
業 

○
地
域
振
興
に
係
る
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成
に

関
す
る
事
業 

○
そ
の
他
地
域
振
興
に
資
す
る
事
業 

【補
助
対
象
団
体
】 

○
概
ね
５
名
以
上(

村
在
住
者)

で
組
織
さ
れ
、
代
表

者
・会
則
・名
簿
等
の
あ
る
団
体
等 

○
島
し
ょ
地
域
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
小
規

模
企
業
者
、
中
小
企
業
者
、
中
小
企
業
団
体
等
、
組

合
、
財
団
法
人
、
社
団
法
人
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
、
そ
の
他
東
京
都
島
し
ょ
地
域
の
活
性
化
に
資

す
る
取
組
を
行
う
と
認
め
ら
れ
る
法
人
等 

○
島
し
ょ
地
域
内
の
個
人
事
業
者 

※
創
業
予
定
者
は
対
象
外 

【補
助
金
額
】 

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
１
０
０
万
円

を
限
度
と
す
る
。 

【事
業
期
間
】 

事
業
開
始
か
ら
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で 

【募
集
案
内
の
配
布
と
申
請
書
の
提
出
先
】 

《父
島
》総
務
課
総
務
係 

《母
島
》母
島
支
所
庶
務
係 

 ●
問
合
せ
先 

 

総
務
課 

総
務
係 

 
 
 
 
    

２―

３
１
１
１ 

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社 

企
画
管
理
課 

０
３―

５
４
７
２―

６
５
４
６ 

   

日
商
簿
記
検
定
を
実
施
し
ま
す
。 

【試
験
日
】６
月
９
日(

日) 

【申
込
期
間
】４
月
22
日(

月)

～
５
月
９
日(

木)

ま
で 

【受
験
料
】 

《３
級
》３
，
３
０
０
円 

 

《２
級
》５
，
５
０
０
円 

【試
験
会
場
】 

《父
島
》商
工
観
光
会
館 

２
階
会
議
室 

《母
島
》村
民
会
館 

２
階
会
議
室 

な
お
、
申
し
込
み
期
間
を
過
ぎ
て
か
ら
の
キ
ャ
ン

セ
ル
・級
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。
ご
了
承
願
い
ま
す
。

※
定
員
数
に
達
し
次
第
受
付
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 ●
申
込
み
・問
合
せ
先 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 
 
 
 
 

２―

２
６
６
６ 

  

◎
行
政
相
談
委
員
の
退
任 

山
田
捷
夫
さ
ん
は
平
成
２１
年
４
月
に
行
政
相
談

委
員
の
委
嘱
を
受
け
て
か
ら
令
和
６
年
３
月
３１
日
に

退
任
す
る
ま
で
の
１５
年
間
に
わ
た
り
、
村
民
と
行
政

と
の
か
け
橋
と
な
っ
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
長
い
間
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

◎
行
政
相
談
委
員
の
委
嘱 

佐
々
木
英
樹
さ
ん
は
４
月
１
日
付
で
総
務
大
臣
か

ら
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
行
政
相
談

委
員
は
、
地
域
の
事
情
に
精
通
す
る
と
と
も
に
、
住
民

の
信
望
を
得
て
い
る
方
の
中
か
ら
総
務
大
臣
が
委
嘱

す
る
も
の
で
す
。
国
の
行
政
機
関
な
ど
の
業
務
に
関

す
る
要
望
や
苦
情
の
相
談
を
受
け
付
け
、
関
係
機
関

へ
の
通
知
な
ど
の
仕
事
を
無
報
酬
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

◎
行
政
相
談
所
の
開
設 

【実
施
日
程
】４
月
２６
日(

金) 

【実
施
時
間
】午
後
７
時
～
８
時
３０
分 

【実
施
場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

佐
々
木
英
樹 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
行
政
相
談
の
受
付
は
「行

政

相

談

受

付

」
で
検

索

し
て
く

だ
さ
い
。

(h
ttp

s://w
w

w
.so

u
m

u
.g

o
.jp

/m
a
in

_so
sik

i/h
y
o
u
k
a
/so

u
d
a
n
.h

tm
l) 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 
 

２―

３
１
１
３ 

   

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
下
さ
い
。(

※
予
約
が
必
要
で
す
。) 

【相
談
内
容
・時
間
】 

無
料
法
律
相
談(

１
コ
マ
４０
分
以
内) 

※
相
談
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

《母
島
》 

【日
時
】４
月
２２
日(

月)

午
後
７
時
～
９
時 

【場
所
】母
島
支
所 

《父
島
》 

【日
時
】４
月
２３
日(

火)

午
後
５
時
～
７
時 

【場
所
】村
役
場 

【予
約
受
付
時
間
】午
前
９
時
３０
分
～
午
後
５
時 

(

土
日
、
祝
祭
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く) 

 

●
予
約
・問
合
せ
先 

 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
０
３―

３
５
９
５―

８
５
７
５ 

   

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【相
談
内
容
】無
料
一
般
相
談 

【実
施
日
程
】４
月
２６
日(

金) 

【実
施
時
間
】午
前
１０
時
～
正
午 

(

１
件
あ
た
り
概
ね
２０
分
枠) 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
予
約
・問
合
せ
先 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
課 

０
３―

３
５
８
１―

２
２
５
０ 

(

受
付
時
間
：平
日
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
４
時
３０

分) 

 
 

 

地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業
の
募
集

(

第
１
回) 

日
商
簿
記
検
定
の
実
施 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

行
政
相
談
に
つ
い
て 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 
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東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る
方
を
対
象

と
し
て
、
弁
護
士
の
法
律
相
談(

電
話
相
談)

を
実
施

し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。 

【相
談
日
】月
・水
・金
曜
日 

     

※
祝
日
・年
末
年
始
の
閉
庁
日
は
お
休
み
し
ま
す
。 

【相
談
時
間
】午
後
１
時
～
４
時 

※
相
談
時
間
中
は
、
直
接
、
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す

が
、
相
談
中
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご

予
約
い
た
だ
く
と
確
実
で
す
。 

※
事
前
予
約
は
、
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時(

祝
日
・年
末
年
始
の
閉
庁
日
を
除
く)

に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
相
談
・予
約
・問
合
せ
先 

東
京
都
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局 

都
民
生
活
部 

地
域
活
動
推
進
課 

０
３―

５
３
８
８―

２
２
４
５ 

   

【日
時
】４
月
16
日(

火)

午
後
４
時
～
６
時 

【場
所
】母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室                          

            

【相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件(

労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
退
職
・

解
雇
な
ど) 

○
求
人
求
職(

求
人
・求
職
申
込
な
ど) 

○
労
災
保
険(

加
入
、
労
災
給
付
な
ど) 

○
雇
用
保
険(

加
入
、
失
業
給
付
な
ど) 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

労
働
主
査 

２―

２
１
０
２ 

 

   

  

◎
令
和
６
年
度 

定
期
予
防
接
種
年
間
予
定
表 

日
本
脳
炎(

３
歳
、
４
歳
、
小
学
校
４
年
生)

、
麻
し

ん
・風
し
ん(

保
育
園
年
長)

・二
種
混
合(

小
学
校
６

年
生)

、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
対
象
者
へ
は
、
日

程
と
予
診
票
を
後
日
個
別
通
知
い
た
し
ま
す
。 

                    

◎
４
月
の
定
期
予
防
接
種 

４
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

【日
時
・場
所
】 

《父
島
》 

４
月
４
日(

木)

午
後
２
時
30
分
～
４
時 

小
笠
原
村
診
療
所 

※
父
島
は
予
約
制
で
す
。
２
日
前
ま
で
に
福
祉
係
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

《母
島
》 

４
月
４
日(

木)

午
後
３
時
30
分
～
４
時 

母
島
診
療
所 

【接
種
可
能
ワ
ク
チ
ン
】 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、 

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、 

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
、 

ロ
タ
ワ
ク
チ
ン 

 
 ●

問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係 

 

２―

３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 

３―

２
１
１
１ 

    

小
笠
原
村
で
は
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
帯
状
疱
疹
予
防

ワ
ク
チ
ン
は
、
約
２
か
月
間
隔
で
計
２
回
接
種
し
、
帯

状
疱
疹
発
症
率
の
低
減
、
重
症
化
予
防
、
合
併
症
で

あ
る
帯
状
疱
疹
後
神
経
痛
発
症
リ
ス
ク
を
間
接
的
に

低
減
さ
せ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。 

【接
種
対
象
者
】 

本
助
成
を
受
け
た
こ
と
が
な
く
、
接
種
を
ご
希
望

の
５０
歳
以
上
の
方
。 

【自
己
負
担
額
】 

シ
ン
グ
リ
ッ
ク
ス(

不
活
化
ワ
ク
チ
ン)

を
接
種
し
た

場
合
、
２
回
接
種
で
４
，
６
８
０
円
。(

１
回
あ
た
り
２
，

３
４
０
円) 

【予
約
方
法
】※
予
約
制
で
す
。  

《父
島
》 

診
療
時
間
内
に
、
小
笠
原
村
診
療
所
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
接
種
日
は
ご
予
約
時
に
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。 

《母
島
》 

診
療
時
間
内
に
、
４
月
19
日(

金)

ま
で
に
母
島
診

療
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
初
回
接
種
日
は
５
月

９
日(

木)

、
２
回
目
は
７
月
９
日(

火)

を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。 

※
内
地
医
療
機
関
で
接
種
さ
れ
た
場
合
は
、
予
防
接

種
後
に
申
請(

還
付)

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。 

な
お
、
手
続
き
に
は
、
村
民
課
福
祉
係
ま
た
は
母

島
支
所
に
次
の
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

○
印
鑑 

○
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
領
収
書 

○
振
込
先
が
わ
か
る
も
の 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

 

小
笠
原
村
診
療
所 

          

２―

３
８
０
０ 

母
島
診
療
所 

      
 
      

３―

２
１
１
５ 

(

接
種
費
助
成
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先) 

 

村
民
課 

福
祉
係 

              

２―

３
９
３
９ 

   
 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。 

【対
象
者
】 

４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、
１
歳
６
か
月
、 

２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

《父
島
》 

【日
時
】４
月
11
日(

木) 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時
30
分 

 

【場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

《母
島
》 

【日
時
】４
月
16
日(

火) 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時
30
分 

 

【場
所
】母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

※
な
お
、
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
計
測
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

 
 

２―

３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 
 
  

母
島
支
所 

 
    

 

３―

２
１
１
１ 

   

親
子
ヨ
ガ
教
室
を
行
い
ま
す
。
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
に
教
わ
り
な
が
ら
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ヨ
ガ

 

種類 
・ヒブ・肺炎球菌・B型肝炎・四種混合・BCG・麻しん風しん混合・水痘 

・ロタウイルス・日本脳炎（母島のみ）・子宮頸がん（母島のみ）・五種混合※１ 

月 
4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10

月 

11

月 

12 

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

日 
4 

(木) 

2 

(木) 

6 

(木) 

4 

(木) 

1 

(木) 

5 

(木) 

3 

(木) 

7 

(木) 

父 5 

(木) 

母 12 

(木) 

9 

(木) 

6 

(木) 

6 

(木) 

 受付時間 接種場所 

父島 午後 2時３０分～4時 小笠原村診療所 

母島 午後 3時３０分～4時 母島診療所 

 

 
  

種類 ・日本脳炎・子宮頸がん（父島のみ）※２ 

月 
4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10

月 

11

月 

12 

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

日 
25 

(木) 

23 

(木) 

27 

(木) 

25 

(木) 

22 

(木) 

26 

(木) 

24 

(木) 

28 

(木) 

26 

(木) 

30 

(木) 

27 

(木) 

27 

(木) 

 受付時間 接種場所 

父島 午後 3時 45分～4時 45分 小笠原村診療所 

※１ ワクチンの準備ができ次第開始となります。 

※２ 母島は日本脳炎・子宮頸がんも第一木曜日に実施します。 

月 水 金 月 水 金 月 水 金 月 水 金 月 水 金 月 水 金

1 3 5 1 　 1 3 5 　 2 2 4 6

8 10 12 8 10 3 5 7 8 10 12 5 7 9 9 11 13

15 17 19 13 15 17 10 12 14 17 19 14 16 18 20

22 24 26 20 22 24 17 19 21 22 24 26 19 21 23 25 27

27 29 31 24 26 28 29 31 26 28 30 30

※　斜線の日程（祝日)は、相談はお休みです。

※　「島しょ法律相談」は、令和６年度下半期にも実施します。

令和６年度　上半期　島しょ法律相談日　カレンダー

令和６年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

「島
し
ょ
法
律
相
談
」の
ご
案
内 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

 

乳
幼
児
健
診
・歯
科
健
診 

  

育
児
学
級(

親
子
ヨ
ガ
教
室)(

父
島) 

 

 

定
期
予
防
接
種 

 

 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費 

 
 
 
 
 
 
 
 

助
成
制
度
が
あ
り
ま
す 
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を
行
い
ま
す
。 

【日
時
】 

４
月
22
日(

月) 

○
午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分 

対
象:
お
座
り
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者  

○
午
前
10
時
45
分
～
11
時
45
分 

対
象
：お
座
り
が
出
来
る
お
子
さ
ん
と
保
護
者 

【場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【持
ち
物
】 

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
締
め
付
け
な
い
楽
な
服
装 

(

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い) 

【申
込
締
切
】４
月
19
日(

金) 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係 

 
 
 
 
 
 
 

２―

３
９
３
９ 

   

管
理
栄
養
士
か
ら
離
乳
食
の
進
め
方
、
作
り
方
を

学
び
ま
せ
ん
か
？
ま
た
、
お
子
さ
ん
の
食
に
つ
い
て
の

ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。 

【対
象
者
】お
お
よ
そ
４
か
月
～
12
か
月
の
お
子
さ
ん

と
保
護
者 

【日
時
】４
月
17
日(

水)

午
前
10
時
～
11
時
30
分 

【場
所
】母
島
支
所
大
広
間 

【持
ち
物
】お
子
さ
ん
用
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具 

【申
込
締
切
】４
月
15
日(

月) 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

母
島
支
所 

 

３―

２
１
１
１ 

    

村
で
は
、
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
の
受
診
費
用
が

無
料
と
な
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。 

上
京
時
や
村
内
の
産
婦
人
科
専
門
診
療
で
が
ん
検

診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

国
の
指
針
で
は
隔
年
の
受
診
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。 

 

【発
行
す
る
ク
ー
ポ
ン
券
と
対
象
者
】 

〇
子
宮
頸
が
ん
検
診
用(

内
診
、
細
胞
診
・エ
コ
ー) 

…

村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
20
歳
以
上
の
女
性 

〇
乳
が
ん
検
診
用 

(

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
・視
触
診) 

…

村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
30
歳
以
上
の
女
性 

 【受
診
で
き
る
医
療
機
関
】 

○
医
療
法
人
社
団
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
元
氣
プ
ラ
ザ 

千
代
田
区
神
田
神
保
町
１-

１
０
５(

神
保
町
駅
前) 

○
小
笠
原
村
診
療
所(

子
宮
頸
が
ん
検
診
の
み) 

○
母
島
診
療
所(

子
宮
頸
が
ん
検
診
の
み) 

【受
診
で
き
る
期
間
】 

４
月
１
日(

月)

～
令
和
７
年
３
月
31
日(

月) 

※
村
内
は
産
婦
人
科
専
門
診
療
の
期
間
に
な
り
ま
す
。 

※
土
・日
・祝
祭
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。 

※
受
診
に
は
ご
本
人
に
よ
る
予
約
が
必
要
で
す
。 

 

【申
込
先
】 
《父
島
》村
役
場
村
民
課
住
民
係 

《母
島
》母
島
支
所
庶
務
係 

【申
込
期
間
】 

４
月
１
日(

月)

～
令
和
７
年
２
月
28
日(

金) 

 【そ
の
他
】 

○
４
月
１
日
現
在
で
、
次
の
年
齢
の
村
民
の
方
に
は
、

申
込
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
ク
ー
ポ
ン
券
を
郵
送
し

ま
す
。 

・子
宮
頸
が
ん
検
診
対
象
者 

…

20
歳 

・乳
が
ん
検
診
対
象
者 

 
 
…

40
歳 

○
ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
さ
れ
た
方
は
、
11
月
実
施
予

定
の
「小
笠
原
村
健
康
診
断
」の
際
、
子
宮
頸
が
ん

検
診(

検
診
内
容
は
同
じ)

・乳
が
ん
検
診(

超
音
波

検
査
及
び
視
触
診
を
実
施)

は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。 

○
ク
ー
ポ
ン
券
は
お
一
人
様
各
１
枚
ま
で
使
用
で
き

ま
す
。 

○
が
ん
検
診
の
無
料
受
診
は
、
年
度
内
お
一
人
に
つ

き
１
回
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係 

 
 

２―

３
１
１
３ 

   

い
き
い
き
体
操
教
室
２
０
２
４
を
開
講
し
ま
す
。 

【対
象
者
】
60
歳
以
上
の
村
民
の
方 

【日
程
】火
・木
曜
日
（祝
祭
日
は
除
く
） 

※
初
回
参
加
の
方
は
、
簡
単
な
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
あ

り
ま
す
。 

 

《父
島
》 

【時
間
】午
前
９
時
30
分
～
11
時 

【場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

（場
所
の
変
更
有
） 

【持
ち
物
】 

タ
オ
ル
、
運
動
に
適
し
た
服
装
、
飲
み
物
、
上
履
き
、 

【内
容
】 

筋
力
の
維
持
増
進
、
関
節
可
動
域
の
維
持
、
身
体
の

バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
運
動
を
中
心
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
日
頃
あ
ま
り
運
動
を
し
て
い
な
い
方
や
運
動
習

慣
を
身
に
付
け
た
い
方
向
け
の
内
容
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ

吹
矢
や
ボ
ッ
チ
ャ
等
、
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
も
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。 

【申
込
先
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口 

 

●
問
合
せ
先 

社
協
父
島
事
務
局   

２―

２
４
８
６ 

 

《母
島
》 

【時
間
】午
後
２
時
～
３
時
30
分
頃 

【場
所
】母
島
支
所 

【持
ち
物
】タ
オ
ル
、
運
動
に
適
し
た
服
装
、
飲
み
物 

【内
容
】 

ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ボ
ッ
チ
ャ
や
吹
き
矢
な
ど

ス
ポ
ー
ツ
を
介
し
た
基
礎
体
力
づ
く
り
、
カ
ン
フ
ー
等

を
利
用
し
た
簡
単
な
身
体
機
能
訓
練
、
東
洋
医
学
を

応
用
し
た
身
体
の
自
己
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
講
習
な
ど
を

取
り
入
れ
て
い
き
ま
す
。 

【申
込
先
】母
島
社
協
事
務
局
（村
民
会
館
２
Ｆ
） 

 

●
問
合
せ
先 

社
協
母
島
事
務
局 

 
 

３-

２
１
８
８ 

        

夜
間
休
日
等
、
診
療
時
間
外
の
急
な
病
気
や
怪
我
、

歯
痛
等
は
診
療
所
で
は
な
く
１
１
９
へ
お
電
話
く
だ

さ
い
。 

歯
科
に
関
す
る
症
状
で
あ
っ
て
も
、
ま
ず
は
医
科

の
当
番
医
師
が
診
察
い
た
し
ま
す
。 

な
お
、
診
療
所
職
員
へ
の
直
接
の
連
絡
お
よ
び
診

療
時
間
外
の
直
接
の
来
院
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。 

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【１
１
９
対
応
時
間
】 

平
日
の
昼
休
み(

正
午
～
午
後
1
時
30
分)

、
平

日
夜
間(

午
後
５
時
15
分
～
翌
日
午
前
８
時)

、
土
日

祝
日(

終
日) 

診
療
時
間
外
の
診
療
所
は
、
職
員
不
在
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

 

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所   

 
 

３―

２
１
１
５ 

   

全
て
予
約
制
で
す
。 

【事
前
予
約
】 

平
日
、
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
30
分

～
午
後
４
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。 

【父
島
】 

《場
所
》小
笠
原
村
診
療
所 

《日
時
》４
月
26
日(

金)

～
５
月
１
日(

水) 

午
前
９
時
～
正
午
・午
後
２
時
～
５
時 

[

注
：４
月
26
日
午
前
中(

学
校
健
診)

・
29
日(

月)

は

休
診
で
す] 

 

 

育
児
学
級(

離
乳
食)

（母
島
） 

 

女
性
特
有
の
が
ん
検
診 

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
し
て
い
ま
す 

 

小
笠
原
村
診
療
所
・母
島
診
療
所 

 

か
ら
の
お
願
い 

 

眼
科
専
門
診
療 

 

い
き
い
き
体
操
教
室
２
０
２
４ 
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【母
島
】 

《場
所
》母
島
診
療
所 

《日
時
》４
月
23
日(

火)

・
24
日(

水) 
 

午
前
９
時
～
正
午
・午
後
２
時
～
５
時 

[

注
：４
月
23
日
午
前
中(

学
校
健
診)

は
休
診
で
す] 

※
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
処
方
は
で
き
ま
せ
ん
。 

※
眼
鏡
処
方
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
使
用
中
の
眼
鏡

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
検
査
に
必
要
な
場
合
、
瞳
孔
を
開
く
目
薬
を
使
用

し
ま
す
。
そ
の
場
合
、
バ
イ
ク
・車
の
運
転
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

※
眼
科
検
査
は
一
般
的
に
大
変
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

 

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所   

 
 

３―

２
１
１
５ 

   

全
て
予
約
制
で
す
。 

【父
島
】 

《場
所
》小
笠
原
村
診
療
所 

《日
時
》５
月
２
日(

木)

～
８
日(

水) 

午
前
９
時
～
正
午
・午
後
２
時
～
５
時 

 
 
 
 
[

注
：５
月
４
・５
・６
日
は
休
診
で
す] 

【母
島
】 

《場
所
》母
島
診
療
所 

《日
時
》４
月
29
日(

月) 

午
前
９
時
～
正
午
・午
後
２
時
～
５
時 

【予
約
受
付
】平
日(

水
曜
日
を
除
く)

午
後
１
時
30

分
～
午
後
５
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。 

※
子
宮
頸
が
ん
検
診
に
つ
い
て
、
今
年
度
か
ら
小
笠

原
村
発
行
の
女
性
が
ん
ク
ー
ポ
ン
を
ご
利
用
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

  

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 
  

 

母
島
診
療
所 

 
   

３―

２
１
１
５ 

 

   

４
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載
に

な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２―

２
５
０
０
ま
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※()

内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

                               

◎
さ
る
び
あ
丸
で
の
貨
物
輸
送
に
つ
い
て 

５
月
11
日(

土)

～
27
日(

月)

ま
で
お
が
さ
わ
ら

丸
は
ド
ッ
ク
に
入
り
ま
す
。 

そ
の
間
は
東
海
汽
船
の
さ
る
び
あ
丸
が
一
往
復
と

貨
物
船
共
勝
丸
が
運
航
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

村
民
の
お
客
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
さ
る
び
あ
丸
の
冷
凍
・冷
蔵
コ
ン
テ
ナ
積
載
に

限
度
が
あ
り
、
当
社
で
は
生
鮮
食
料
品
の
輸
送
に
対

し
て
ご
希
望
に
添
え
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
実
情
で

す
。
そ
の
た
め
今
年
は
郵
便
物
・各
社
宅
配
便
・そ
し

て
生
鮮
食
料
品
を
優
先
に
積
載
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。 

よ
っ
て
さ
る
び
あ
丸
の
往
復
貨
物
輸
送
で
は
冷
凍

コ
ン
テ
ナ
の
輸
送
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
各
商
店
や

飲
食
店
・ご
家
庭
に
お
い
て
は
冷
凍
食
品
に
関
し
ま
し

て
は
計
画
的
な
買
い
置
き
等
を
ご
検
討
頂
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
通
信
販
売
等
で
の
ご
購
入
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ド
ッ
ク
期
間
中
に
積
み
残
し
が
発
生
し
、
ド
ッ
ク

明
け
後
も
到
着
ま
で
に
相
当
の
日
数
を
頂
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
重
ね
て
ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
せ
。 

貨
物
の
滞
貨
を
出
来
る
だ
け
な
く
す
よ
う
に
努
力

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

※
ま
た
、
お
が
さ
わ
ら
丸
４
月
２
日(

火)

東
京
発
便

は
、
引
っ
越
し
荷
物
の
増
加
に
伴
い
一
部
貨
物
の
遅

延
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
も
あ

ら
か
じ
め
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
運 

貨
物
部 

 
 
 

０
３―

３
４
５
５―

０
４
６
１ 

小
笠
原
海
運 

父
島
営
業
所 

 
  

２―

２
５
０
０ 

 ◎
父
島
一
泊
便
の
東
京
向
け
貨
物
等
の
受
付 

５
月
父
島
一
泊
便
の
貨
物
関
係
の
受
付
は
次
の
表

の
と
お
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
出
港
前
日
（入

港
日
）午
後
の
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。 

              

 

●
問
合
せ
先 

父
島
営
業
所 

 
 
 
 

２―

２
５
０
０ 

 

      

狂
犬
病
の
発
生
・拡
大
の
防
止
を
図
る
た
め
に
は
、

犬
の
飼
い
主
が
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
登
録
と
予
防

注
射
を
確
実
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。 

生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
い
主
に
は
、
次
の
こ
と

が
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

〇
現
在
居
住
し
て
い
る
地
域
の
市
区
町
村
に
飼
い
犬

を
登
録
し
、
鑑
札(

ま
た
は
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ)

を
装

着
す
る
こ
と
。 

〇
飼
い
犬
に
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ

せ
、
注
射
済
票
を
装
着
す
る
こ
と
。 

新
た
に
犬
を
飼
い
始
め
た
方
や
愛
犬
と
と
も
に
転

入
さ
れ
た
方
は
、
村
役
場
で
登
録
も
し
く
は
所
在
地

変
更
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

令
和
６
年
度
の
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
は
、
次
の

日
程
で
実
施
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
３
月
中
旬

に
送
付
し
た
「狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
の
お
知
ら
せ
」

9:00 9:00 8:30 9:00

～ ～ ～ ～

11:00 10:45 9:30 11:30

13:00

～

14:00

出港前日

（入港日）

※出港前日の受付は午前10:45までとなり

　ますのでご注意ください。

宅

急

便

の

み

一

般

貨

物

宅

急

便

午

前

手

小

荷

物

(

合

札

)

の

み

※

受

付

な

し

午

後

※コンテナに入る大きさの物のみ。

（幅280㎝、奥行180㎝、高さ200㎝）

※車両は自転車および125㏄以下の

　二輪バイクのみ。

（入港日）

手

小

荷

物

(

合

札

)

の

み

一

般

貨

物

宅

急

便

午

前

5/30(木)父島発

（午後3時00分発おがさわら丸）

出港日

午

後

※冷凍品の受付はありません。

（一般貨物・宅急便・手小荷物とも）

5/23(木)父島発

（午前10時30分発さるびあ丸）

出港日
出港前日

※

受

付

な

し

 

産
科
・婦
人
科
専
門
診
療 

 

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ 

令
和
６
年
度 

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
と
犬
の
登
録 

 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 17,999 等級 大人 小人 学生

59,160 50,620 29,580 (+2,071) 5,020 2,510 4,020

(+9,660) (+8,270) (+4,830) 16,756 (+1,070) (+530) (+860)

42,730 34,190 21,370 (+1,928) 6,030 3,020

(+6,980) (+5,590) (+3,490) 15,413 (+1,290) (+650)

32,190 25,760 16,100 (+1,773) 等級 A(3名用) B(2名用)

(+5,260) (+4,210) (+2,630) 1,803

28,250 22,600 14,130 (+207)

(+4,610) (+3,680) (+2,310) 1,342 9,817

等級 村民 村民小人 身障者 (+154) (+1,369)

46,350 23,180 29,580 9,203

(+7,570) (+3,790) (+4,830) (+1,283)

29,920 14,960 21,370 8,590

(+4,890) (+2,440) (+3,490) (+1,198)

22,540 11,270 16,100 983

(+3,680) (+1,840) (+2,630) (+137)

19,780 9,890 14,130 741

(+3,230) (+1,610) (+2,310) (+103)

伊
豆
諸
島
開
発
㈱
 
0
3

(

3
4
5
5

)

3
0
9
0

3,000

小口
0.075t以下

5,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室

2等寝台
小口

0.1t以下
個室椅子席

小
笠
原
海
運
㈱
 
0
3

(

3
4
5
1

)

5
1
7
1

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

2等

村民割引
2等往復

4月の燃料油価格変動調整金

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品

1等

2等品

特2等寝台

【乗船券販売時間】

午前8時～午後4時まで　

　※ただし、入港日は午前9時～

　※昼休：午前11時30分～午後1時

3等品
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を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

【日
時
】 

《父
島
》４
月
15
日(

月)

午
前
８
時
30
分
～
正
午 

《母
島
》４
月
８
日(

月)

午
前
10
時
～
正
午 

【費
用
】３
，
７
５
０
円 

(

釣
り
銭
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
自
然
環
境
係 

２―

２
２
７
０ 

    

人
と
ペ
ッ
ト
と
野
生
動
物
の
共
存
を
目
指
し
た
「小

笠
原
村
愛
玩
動
物
の
適
正
な
飼
養
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例(

ペ
ッ
ト
条
例)

」で
は
、
次
の
４
つ
の
ル
ー
ル
を

定
め
て
い
ま
す
。 

①
正
し
く
飼
っ
て
、
逃
げ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。 

②
ペ
ッ
ト
を
登
録
し
よ
う
。 

③
ペ
ッ
ト
を
持
ち
込
む
と
き
、
申
請
し
よ
う
。 

④
持
ち
込
め
る
種
類
を
確
認
し
よ
う
。 

(

③
と
④
は
現
在
検
討
中
の
た
め
、
ル
ー
ル
①
、
②

を
経
て
段
階
的
に
ス
タ
ー
ト
予
定) 

ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
転
入
さ
れ
た
方
や
新
し
く
ペ
ッ

ト
を
飼
い
始
め
た
方
は
、
環
境
課
窓
口
で
ペ
ッ
ト
の
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
ペ
ッ
ト
を
登
録
さ
れ
て
い
る
方
向
け
に
「ペ
ッ

ト
の
飼
養
状
況
の
報
告
の
お
願
い
」を
３
月
初
旬
に
送

付
し
て
い
ま
す
。
回
答
が
ま
だ
の
方
は
、
回
答
を
お
願

い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
自
然
環
境
係 

２―

２
２
７
０ 

     

村
で
は
、
犬
の
適
正
飼
養
を
推
進
す
る
た
め
ペ
ッ

ト
条
例
を
改
正
し
ま
す
。 

改
正
に
あ
た
っ
て
は
、
犬
の
飼
養
状
況
を
把
握
す

る
と
と
も
に
、
飼
い
主
へ
の
意
向
調
査
を
行
い
、
「人
と

ペ
ッ
ト
と
野
生
動
物
の
共
存
を
実
現
す
る
」と
い
う
目

的
か
ら
外
れ
る
よ
う
な
過
度
な
規
制
を
行
わ
な
い
こ

と
に
留
意
し
な
が
ら
も
、
犬
に
関
す
る
他
の
法
令
等

の
運
用
状
況
及
び
犬
が
野
生
動
物
に
与
え
る
影
響
な

ど
に
つ
い
て
多
角
的
に
着
目
し
、
ペ
ッ
ト
条
例
審
議
会

に
お
い
て
２
ヶ
年
に
渡
り
議
論
を
重
ね
検
討
し
ま
し

た
。 同

条
例
の
改
正
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

《飼
い
犬
へ
の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
装
着
を
義
務
と
し

ま
す
。
》 

飼
い
犬
に
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
す
る
こ
と
に
よ

り
、
飼
い
主
が
よ
り
責
任
を
持
っ
て
犬
を
飼
う
こ
と

に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
飼
い
主
を
明
確
に
し
、
災
害

時
等
に
犬
が
迷
子
に
な
っ
た
場
合
で
も
飼
い
主
の
元

に
戻
る
可
能
性
が
高
く
な
る
こ
と
か
ら
、
マ
イ
ク
ロ
チ

ッ
プ
の
装
着
を
義
務
と
し
ま
す
。 

村
で
は
犬
や
猫
に
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
す
る

際
の
装
着
手
数
料
と
登
録
料
を
全
額
補
助
し
ま
す
。 

な
お
、
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
に

よ
り
、
令
和
４
年
６
月
以
降
に
犬
や
猫
を
販
売
す
る

場
合
に
は
、
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
販
売
す
る
者
が

犬
や
猫
に
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
す
る
こ
と
が
義

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 《同
一
世
帯
又
は
同
一
施
設
内
で
飼
え
る
犬
の
数
を

５
頭
ま
で
と
し
ま
す
。
》 

犬
が
逃
げ
出
し
て
野
生
化
し
た
り
、
野
生
化
し
た

犬
が
群
れ
を
形
成
し
た
り
し
て
し
ま
う
と
野
生
動
物

に
多
大
な
危
害
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
多
頭
飼
育
に
よ
っ
て
適
切
に
管
理
さ
れ
な

い
こ
と
は
犬
に
と
っ
て
も
不
幸
な
こ
と
で
す
。 

犬
を
適
切
に
飼
養
し
、
多
頭
飼
育
に
よ
り
管
理
が

で
き
ず
逃
が
し
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
同
一
世
帯
又
は
同
一
施
設
内
で
飼
え
る
犬
の

数
を
５
頭
ま
で
と
し
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
人
と
ペ
ッ
ト
と
野
生
動
物
が
共
存
し

て
幸
せ
に
生
き
て
い
け
る
島
で
あ
る
た
め
に
、
犬
を

適
正
に
飼
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
ご
理
解
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
自
然
環
境
係 

２―

２
２
７
０ 

   

◎
母
島
巡
回
ペ
ッ
ト
診
療
・相
談 

小
笠
原
動
物
対
処
室
の
獣
医
師
に
よ
る
「母
島
巡

回
ペ
ッ
ト
診
療
・相
談
」を
行
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時

に
備
え
て
ペ
ッ
ト
の
体
調
に
関
わ
ら
ず
、
こ
の
機
会
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

【診
療
日
程
】 

４
月
８
日(

月)

午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分 

４
月
９
日(

火)

午
前
８
時
30
分
～
正
午 

【場
所
】 

猫
と
小
型
犬
は
母
島
支
所
２
階
の
会
議
室
で
の
診

療
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
猫
は
ケ
ー
ジ
に
入
れ
て
、
小

型
犬
は
ケ
ー
ジ
に
入
れ
る
か
リ
ー
ド
を
し
て
抱
き
か

か
え
て
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
大
型
犬
や
複
数
頭
同
時
の
診
療
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【注
意
事
項
】 

○
診
療
・相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
。
診
療
は
有
料
、

相
談
は
無
料
で
す
。 

○
予
約
申
込
み
先 

小
笠
原
動
物
対
処
室 

０
９
０-

１
６
９
２-

７
６
６
６ 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局 

(
環
境
課
自
然
環
境
係) 

 
 
 
 
 

２―

２
２
７
０ 

   

小
笠
原
諸
島
で
は
、
か
つ
て
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
と
い

う
様
々
な
果
実
を
食
害
す
る
ハ
エ
が
発
生
し
、
大
き

な
農
業
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
し
た
。
長
期
に
わ

た
る
根
絶
防
除
の
末
、
根
絶
を
確
認
し
た
昭
和
６０
年

以
降
、
３０
年
余
り
再
侵
入
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
そ
の
リ
ス
ク
は
常
に
存
在
し
ま
す
。 

最
近
の
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
の
侵
入
事
例
と
し
て
、
昨

年
は
沖
縄
県
等
に
お
い
て
、
ト
ラ
ッ
プ
へ
の
誘
殺
が
確

認
さ
れ
、
現
在
定
着
を
阻
止
す
る
た
め
の
防
除
対
策

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
過
去
に
は
、
平
成
２７
年
に
鹿
児
島
県
奄
美

大
島
に
て
同
虫
の
侵
入
が
確
認
さ
れ
、
寄
主
果
実
の

地
域
外
へ
の
持
ち
出
し
の
禁
止
、
約
１
８
０
０
ト
ン
の

果
実
の
廃
棄
処
分
が
実
施
さ
れ
、
大
き
な
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。 

小
笠
原
諸
島
に
お
い
て
も
、
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
発
生

地
域(

東
南
ア
ジ
ア
等)

か
ら
の
船
舶
の
往
来
に
よ
り

再
侵
入
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
笠
原
総
合

事
務
所
及
び
東
京
都
小
笠
原
支
庁
に
お
い
て
再
侵
入

警
戒
調
査
が
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
や
そ
の
他
の
病
害
虫
を
水
際
で

防
ぐ
こ
と
は
、
小
笠
原
の
農
業
や
世
界
自
然
遺
産
を

守
る
た
め
、
重
要
な
こ
と
で
す
。 

島
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
植
物
防
疫
制

度
に
ご
理
解
・ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【小
笠
原
で
輸
入
・輸
出
検
疫
は
で
き
ま
せ
ん
！
】 

植
物
防
疫
法
で
は
、
小
笠
原
諸
島
の
港
は
植
物
の

輸
入
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
海
外
か
ら
入
港

し
た
船
か
ら
野
菜
、
果
物
、
種
苗
等
の
植
物
を
譲
り

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
関
税
法
で
も
、

海
外
か
ら
入
港
し
た
船
が
無
断
で
小
笠
原
諸
島
に
荷

物
を
下
ろ
す
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

そ
の
よ
う
な
場
面
を
見
た
り
、
聞
い
た
り
し
た
場

合
は
、
小
笠
原
総
合
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【小
笠
原
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
！
】 

小
笠
原
諸
島
に
は
、
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与

え
る
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
、
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
、

イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
害
虫

が
未
発
生
地
域
へ
広
が
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
植
物

防
疫
法
に
よ
り
、
こ
れ
ら
害
虫
及
び
寄
主
植
物
で
あ

る
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ヨ
ウ
サ
イ
等
の
植
物
の
持
ち
出
し
が

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

観
葉
植
物
・苗
木
等
の
根
付
き
植
物
や
土
壌
サ
ン

プ
ル
を
小
笠
原
諸
島
か
ら
内
地
へ
持
ち
出
す
際
は
、

ペ
ッ
ト
の
登
録
と 飼

養
状
況
報
告
の
お
願
い 

 

「小
笠
原
村
愛
玩
動
物
の
適
正
な
飼
養
・

管
理
に
関
す
る
条
例(

ペ
ッ
ト
条
例)

」 

の
改
正
に
つ
い
て 

 

小
笠
原
動
物
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

植
物
防
疫
制
度
へ
の
ご
協
力
を 
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植
物
防
疫
官
又
は
植
物
検
疫
補
助
員
に
よ
り
、 

害

虫
や
そ
の
卵
の
付
着
が
な
い
こ
と
の
確
認
を
事
前
に

受
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
引
越
し
・処
分
・販
売
等
の
た
め
屋
外
に
置

か
れ
た
車
両
・家
具
・資
材
等
を
内
地
へ
搬
出
す
る
際

に
は
、
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
の
付
着
が
な
い
か
、
ご
確

認
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
ご
不
明
な
点
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

小
笠
原
総
合
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【小
笠
原
諸
島
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
】 

《害
虫
》 

ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
、
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
、 

イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ 

《植
物
》 

ア
サ
ガ
オ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ヨ
ウ
サ
イ(

空
心
菜)
、

グ
ン
バ
イ
ヒ
ル
ガ
オ
等
の
生
茎
葉
及
び
地
下
部 

【根
付
き
植
物
等
の
確
認
実
施
場
所
】 

《宅
配
便
・貨
物
等
》小
笠
原
総
合
庁
舎
２
階
業
務
課

(

平
日
午
前
８
時
～
午
後
５
時
１５
分) 

《手
荷
物
・携
帯
品
》 

二
見
港
船
客
待
合
所 

(

お
が
さ
わ
ら
丸
出
港
１
時
間
前
～) 

※
母
島
で
は
小
笠
原
ア
イ
ラ
ン
ズ
農
業
協
同
組
合
母

島
支
店
に
て
植
物
検
疫
補
助
員
が
確
認
を
実
施
し

て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
業
務
課 

 

２―

２
１
０
２ 

  
 

 

春
は
陸
鳥
の
繁
殖
シ
ー
ズ
ン
で
す
！ 

う
ま
く
飛
べ
ず
に
弱
々
し
く
歩
い
て
い
る
ヒ
ナ
を

見
か
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
た
い
て
い
近
く
に
親

鳥
が
い
ま
す
。
巣
立
ち
後
も
し
ば
ら
く
の
間
は
親
鳥

と
一
緒
に
行
動
し
、
餌
の
と
り
方
や
敵
か
ら
の
身
の

守
り
方
な
ど
を
学
ん
で
い
る
の
で
す
。 

子
育
て
の
邪
魔
を
し
な
い
た
め
に
も
、
ヒ
ナ
を
連

れ
て
帰
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
い

保
護
し
て
し
ま
う
と
親
鳥
の
元
に
返
せ
ず
、
野
生
の

世
界
に
戻
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
道
路
で
見
か

け
た
と
き
は
近
く
の
木
の
上
な
ど
安
全
な
場
所
に
移

し
、
そ
の
場
を
離
れ
ま
し
ょ
う
。 

ま
だ
羽
毛
が
生
え
そ
ろ
っ
て
い
な
い
ヒ
ナ
が
地
面

に
い
た
ら
、
そ
っ
と
巣
に
戻
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
近

く
に
巣
や
親
が
見
当
た
ら
な
い
、
夜
が
近
い
な
ど
の

場
合
に
は
そ
の
場
で
次
の
連
絡
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先  

 
(

父
島)

Ｉ
Ｂ
Ｏ
鳥
獣
レ
ス
キ
ュ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

０
８
０―

２
０
３
５―

８
０
７
８ 

 
(

母
島)

東
京
都
鳥
獣
保
護
管
理
推
進
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

０
８
０―

８
４
９
７―

３
７
６
４ 

小
笠
原
支
庁
産
業
課 

 
 
 
 
 
 
 
 

２―

２
１
２
５ 

  
 

 

【開
館
時
間
】 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

(

夜
間
開
館
時
：午
後
９
時
ま
で) 

※
イ
ベ
ン
ト
・夜
間
開
館
に
つ
い
て
は
、
掲
示
板
の
ポ

ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【特
別
展
】 

◎
「写
真
展 

昔
の
小
笠
原
」(

仮) 

４
月
28
日(

日)

～
開
催
予
定 

明
治
８
年
に
初
め
て
撮
影
さ
れ
た
様
々
な
写
真
、

戦
前
～
戦
後
、
そ
し
て
現
在
ま
で
の
風
景
や
建
物
、

島
民
の
暮
ら
し
な
ど
の
移
り
変
わ
り
を
写
真
で
紹
介

し
ま
す
。 

◎
「ク
ジ
ラ
」展
～
ク
ジ
ラ
と
イ
ル
カ
く
ら
べ
っ
こ 

 

開
催
中 

 
 

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
実
物
大
展
示
、
生
態
紹
介
の
ほ

か
、
一
年
展
示
「イ
ル
カ
」展
の
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル

カ
と
比
べ
て
み
よ
う
と
い
う
展
示
も
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

  

２―

３
０
０
１ 

    

「ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
状
況
」 

 

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
シ
ー
ズ
ン
も
終
盤
を
迎
え
、
ク
ジ
ラ

た
ち
が
ど
ん
ど
ん
北
の
海
を
目
指
し
て
旅
立
つ
時
期

と
な
り
ま
し
た
。
先
月
の
村
民
だ
よ
り
で
は
、
１２
月

か
ら
２
月
前
半
ま
で
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
状
況

を
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
様
子
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
今
月
の
村
民
だ

よ
り
で
も
、
引
き
続
き
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
状
況

に
つ
い
て
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
、
毎
年
12
月
か
ら
翌
年
５
月
に
か
け

て
、
ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
展
望
台
か
ら
毎
朝
30

分
間
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
目
視
観
測
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
次
の
グ
ラ
フ
は
、
半
月
ご
と
に
そ
の
平
均
発
見

頭
数
を
ま
と
め
た
結
果
で
す
。 

                

ま
ず
は
２
月
前
半
ま
で
を
振
り
返
る
と
、
シ
ー
ズ

ン
序
盤
か
ら
順
調
に
発
見
頭
数
が
増
え
て
い
き
、
２

月
前
半
ま
で
は
、
過
去
２
シ
ー
ズ
ン
を
大
き
く
上
回

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
２
月
後
半
に
お
い
て
も
過

去
２
シ
ー
ズ
ン
以
上
の
値
を
記
録
し
ま
し
た
が
、
増

加
傾
向
は
続
か
ず
、
２
月
前
半
よ
り
若
干
値
が
減
少

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
３
月
前
半
の
結
果(

３
月
14
日

現
在)

を
見
る
と
、
さ
ら
に
発
見
頭
数
が
減
少
し
た
こ

と
が
伺
え
ま
す
。
こ
こ
ま
で
の
結
果
を
基
に
す
る
と
、

今
シ
ー
ズ
ン
の
最
盛
期
は
２
月
前
半
に
な
る
わ
け
で

す
が
、
過
去
２
シ
ー
ズ
ン
と
比
べ
て
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ

の
来
遊
が
前
倒
し
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
先
の

推
移
の
動
向
に
も
、
ぜ
ひ
ご
注
目
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。 

【ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
自
主
ル
ー
ル
遵
守
の
お
願

い
】 毎

年
５
月
頃
ま
で
は
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
時

期
に
あ
た
り
ま
す
。
船
舶
の
航
行
速
度
を
落
と
し
、
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ
中
も
周
囲
の
状
況
確
認
を
き
ち
ん
と
行

う
等
、
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
安
全
に
楽
し

む
た
め
、
そ
し
て
ク
ジ
ラ
に
と
っ
て
も
優
し
い
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
を
行
え
る
よ
う
に
、
引
き
続
き
次
に
掲
げ
る

自
主
ル
ー
ル
の
遵
守
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

〇
ク
ジ
ラ
か
ら
３
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
を
減
速
水
域

と
す
る
。 

〇
ク
ジ
ラ
か
ら
１
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
を
侵
入
禁
止

水
域
と
す
る
。 

〇
ク
ジ
ラ
の
進
路
や
行
動
を
妨
げ
な
い
。 

〇
ク
ジ
ラ
の
ほ
う
か
ら
１
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
に
接

近
し
て
き
た
場
合
は
、
低
速
で
離
れ
る
か
停
船
状

態
と
し
、
侵
入
禁
止
水
域
か
ら
脱
す
る
ま
で
こ
の

行
動
を
と
る
。 

 

●
問
合
せ
先 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)  

 
 
 

２―

３
２
１
５ 

  

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
275 

―

オ
ス
と
メ
ス
の
見
分
け
方―

 

 
 

温
暖
な
陽
気
が
続
き
、
い
よ
い
よ
春
の
訪
れ
を
感

ヒ
ナ
を
連
れ
て
帰
ら
な
い
で
く
だ
さ
い 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 
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じ
る
今
日
こ
の
頃
。
島
内
で
は
、
海
上
で
息
継
ぎ
す
る

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
た
ち
の
目
撃
情
報
が
数
多
く
聞
か
れ

る
よ
う
に
な
り
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
季
節
が
本
格
的
に
始

ま
り
ま
し
た
。 

こ
の
時
期
に
ダ
イ
ビ
ン
グ
や
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
を
し

て
い
る
と
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が
交
尾
を
し
て
い
る
様
子

を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
オ
ス
と
メ
ス
の
２
頭

が
折
り
重
な
り
、
浮
い
て
い
る
様
子
は
面
白
い
光
景

で
す
。
ウ
ミ
ガ
メ
は
性
別
で
、
そ
の
体
つ
き
に
大
き
な

違
い
が
あ
り
、
オ
ス
は
尾
が
長
く
発
達
し
ま
す
。
繁
殖

の
た
め
の
生
殖
器
が
収
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
分
太
く
長

い
尾
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。
ウ
ミ
ガ
メ
に
限
ら
ず
、

カ
メ
の
仲
間
は
こ
の
特
徴
に
よ
っ
て
性
別
を
見
分
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
他
、
交
尾
の
際
に
メ
ス
を

離
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
爪
が
か
ぎ
状
に
発

達
す
る
他
、
メ
ス
の
背
中
に
乗
り
や
す
い
よ
う
に
お
腹

の
甲
羅
が
少
し
へ
こ
ん
で
い
る
な
ど
、
子
孫
を
残
す
た

め
の
機
能
的
な
体
の
作
り
を
し
て
い
ま
す
。
対
し
て
メ

ス
は
、
尾
は
オ
ス
と
比
べ
て
非
常
に
短
く
、
甲
羅
か
ら

少
し
は
み
出
る
ほ
ど
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
全

体
を
見
る
と
、
体
重
は
オ
ス
よ
り
も
重
く
な
り
、
体

格
は
横
綱
の
よ
う
に
厚
く
、
が
っ
し
り
と
し
ま
す
。
メ

ス
は
、
栄
養
を
多
く
必
要
と
す
る
卵
を
体
内
で
作
り
、

抱
え
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
た
く
ま
し
い
体
と
な
る

の
で
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
性
別
は
体
の
特
徴
に
よ

っ
て
違
い
を
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
が
は
っ
き
り
と
表
れ
る
ほ
ど
に
成
熟
す
る
に

は
20
年
以
上
を
要
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

海
の
中
や
浜
辺
で
大
人
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
に
出
会
っ

た
時
は
、
そ
の
体
つ
き
に
よ
り
注
目
し
て
み
る
と
、
ま

た
違
っ
た
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 ―

村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中―

 

 

ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
月
１
回
で
も
構
い
ま
せ
ん
の

で
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
２‐

２
８
３
０ 

(

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー) 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp

s://b
o
n
in

-o
c
e
a
n
.n

e
t   

 

「続
・小
笠
原
の
今
と
昔
」 

 

大
正
時
代
の
終
わ
り
頃
、
チ
ェ
コ
の
画
家
フ
ィ
ア
ラ

ら
が
来
島
し
、
約
４
か
月
間
滞
在
し
ま
し
た
。
当
時
の

小
笠
原
の
様
子
を
貴
重
な
挿
絵
と
と
も
に
記
述
し
た

紀
行
書
「OG

A
S

A
V

A
R

A

」(

鈴
木
明
訳)

が
本
村

教
育
委
員
会
保
管
資
料
に
あ
り
ま
す
。 

 大
正
時
代
の
画
家
フ
ィ
ア
ラ
編(

４) 

村
の
反
対
側
の
大
き
な
ガ
ジ
ュ
マ
ル
と
プ
ラ
タ
ナ
ス

の
陰
に
は
、
学
校
の
先
生
が
暮
ら
す
小
屋
が
建
っ
て
い

ま
し
た
。
若
く
丸
眼
鏡
を
か
け
、
背
は
低
い
が
首
が
太

く
肩
幅
の
広
い
が
っ
し
り
し
た
柔
術
の
で
き
る
先
生

が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
彼
が
我
が
家
を
訪
ね
て
来
る

時
に
は
、
い
つ
も
季
節
の
珍
し
い
果
物
を
持
参
し
、
笑

顔
で
ダ
ビ
ッ
ド
の
子
供
た
ち
に
配
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
大
村
に
は
横
浜
の
あ
る
新
聞
社
の
記
者
が
駐
在

し
て
い
て
自
分
の
描
い
た
油
絵
を
見
せ
に
来
て
い
ま

し
た
。 

１
９
２
１
年(
大
正
10
年)

の
お
正
月
が
近
づ
い
て

い
ま
し
た
。
日
本
で
の
大
き
な
祝
日
を
迎
え
る
準
備

を
し
て
い
ま
し
た
。
家
の
あ
ち
こ
ち
を
掃
除
や
修
理

し
て
い
ま
し
た
が
、
最
大
の
準
備
は
台
所
で
す
す
ん

で
い
ま
し
た
。
な
か
で
も
あ
ら
ゆ
る
準
備
の
ハ
イ
ラ
イ

ト
は
日
本
の
民
族
料
理
「モ
チ
」作
り
で
す
。
蒸
し
た

米
を
大
き
な
木
製
ハ
ン
マ
ー
で
何
回
も
打
つ
の
で
す
。

こ
の
光
景
は
大
家(

シ
ュ
ジ
ン)

さ
ん
の
家
の
脇
で
見
ま

し
た
。
シ
ュ
ジ
ン
さ
ん
が
大
き
な
石
の
器
の
中
で
米
の

塊
を
打
ち
、
奥
さ
ん
が
一
打
ち
毎
に
「モ
チ
」を
水
で

湿
ら
せ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
作
業
は
米
が
固
ま
っ
て
一

つ
の
大
き
な
丸
い
パ
ン
の
よ
う
に
な
る
ま
で
続
け
ら

れ
ま
し
た
。
出
来
た
も
の
は
、
し
ば
ら
く
し
て
小
さ
な

長
方
形
に
切
り
分
け
て
日
に
干
し
ま
す
。
お
正
月
を

待
っ
て
長
方
形
の
小
さ
な
「モ
チ
」を
油
で
揚
げ
ま
す
。

す
る
と
「モ
チ
」は
柔
ら
か
く
な
っ
て
、
と
て
も
美
味
し

く
な
り
ま
す
。 

新
年
を
迎
え
、
村
の
セ
ン
ド
ー
さ
ん
か
ら
招
待
さ

れ
ご
馳
走
に
な
り
ま
し
た
。
我
々
の
セ
ン
ド
ー
さ
ん

は
が
っ
ち
り
し
た
体
格
の
素
朴
な
人
で
少
し
歯
が
出

て
い
ま
す
。
普
段
は
色
あ
せ
た
青
い
半
袖
シ
ャ
ツ
を
着

て
、
褌
姿
で
ズ
ボ
ン
は
履
い
て
い
ま
せ
ん
。
１
日
に
２

回
決
ま
っ
た
時
間
に
大
き
な
貝
で
作
っ
た
ラ
ッ
パ
を

村
中
に
響
く
ほ
ど
大
き
な
音
で
吹
き
、
対
岸
へ
渡
る

舟
が
出
る
こ
と
を
知
ら
せ
ま
す
。
天
気
の
良
い
日
の

船
漕
ぎ
は
い
い
で
す
が
、
海
が
荒
れ
て
大
波
が
村
を

襲
う
よ
う
な
時
に
舟
を
出
す
の
は
と
て
も
危
険
で
す
。

と
こ
ろ
が
セ
ン
ド
ー
さ
ん
は
、
そ
ん
な
日
も
沢
山
の

人
に
命
を
預
か
り
、
自
然
の
猛
威
と
勇
敢
に
戦
う
の

で
す
。
私
は
セ
ン
ド
ー
さ
ん
の
腕
前
に
た
だ
驚
く
ば

か
り
で
す
。 

我
々
は
他
の
何
人
か
の
お
客
さ
ん
と
セ
ン
ド
ー
さ

ん
の
小
屋
に
入
り
、
低
い
小
さ
な
テ
ー
ブ
ル
の
前
に
敷

い
て
あ
る
ゴ
ザ
の
上
に
座
り
ま
し
た
。
テ
ー
ブ
ル
に
は

赤
く
茹
で
た
タ
コ
の
大
き
な
切
り
身
を
入
れ
た
大
き

な
深
皿
と
薄
切
り
の
塩
漬
け
大
根
と
サ
ツ
マ
イ
モ
が

入
っ
た
小
さ
な
深
皿
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
セ
ン
ド
ー

さ
ん
は
、
自
ら
招
待
し
た
客
人
一
人
一
人
の
口
に
直

接
魚
卵
を
運
び
ま
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
招
待
客
は

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
ウ
ォ
ッ
カ(

サ
ケ)

を
１
つ
の
盃
で
回
し

飲
み
を
す
る
の
で
す
が
、
味
は
極
め
て
不
快
な
飲
み

物
で
し
た
。
私
は
も
は
や
飲
む
気
に
な
ら
ず
顔
を
上

げ
る
と
、
開
け
放
た
れ
た
障
子
の
外
で
は
バ
ナ
ナ
の

大
き
な
淡
緑
色
の
葉
が
風
に
そ
よ
ぎ
、
遠
く
か
ら
潮

騒
の
音
が
聞
こ
え
、
切
り
立
っ
た
崖
の
上
で
は
ヤ
シ
の

木
が
細
い
幹
を
揺
ら
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
素
敵
な

光
景
が
、
私
た
ち
は
今
ま
る
で
違
う
世
界
に
い
る
の

だ
と
感
じ
さ
せ
、
地
元
の
不
快
な
酒
の
味
を
忘
れ
さ

せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

次
回 

大
正
時
代
の
画
家
フ
ィ
ア
ラ(

５)

に
つ
づ
く 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

 ◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

第
百
七
貝
「鳥
山
明
先
生
の
マ
イ
マ
イ
観
」 

 

ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
に
登
場
す
る
ナ
メ
ッ
ク
星
人(

で

あ
り
、
地
球
の
神
様)

の
ピ
ッ
コ
ロ
が
苦
し
そ
う
に
口

か
ら
巨
大
な
卵
を
産
む
の
は
、
巨
大
な
卵
を
１
度
に

１
個
し
か
産
め
な
い
特
別
な
進
化
を
遂
げ
た
小
笠
原

の
カ
タ
マ
イ
マ
イ
と
そ
っ
く
り
な
の
で
す
、
カ
タ
マ
イ

マ
イ
が
モ
デ
ル
で
す
ね
？
鳥
山
先
生
！ 

ド
ク
タ
ー
ス
ラ
ン
プ
ア
ラ
レ
ち
ゃ
ん
に
登
場
す
る
ニ

コ
チ
ャ
ン
大
王
の
、
頭
に
鼻
と
尻
が
隣
り
合
わ
せ
な
の

は
、
マ
イ
マ
イ
の
触
角
や
呼
吸
孔
と
肛
門
と
と
な
り

合
わ
せ
な
の
と
そ
っ
く
り
で
す
、
よ
く
観
察
さ
れ
て
い

ま
す
ね
！
鳥
山
先
生
！ 

も
し
か
し
て
、
鳥
山
先
生
の
鳥
山
は
父
島
の
鳥
山

と
関
係
が
？
い
や
、
言
い
過
ぎ
ま
し
た
、
鳥
山
先
生
。 

神
様
に
マ
イ
マ
イ
的
な
繁
殖
生
態
を
取
り
入
れ
て

無
性
的
な
世
代
交
代
を
し
た
こ
と
も
、
星
の
大
王
に

マ
イ
マ
イ
の
体
の
構
造
を
取
り
入
れ
て
ギ
ャ
グ
に
し
た

こ
と
も
、
マ
イ
マ
イ
が
身
近
で
は
な
か
っ
た
ら
思
い
つ

か
な
か
っ
た
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

神
様
も
大
王
も
異
星
人
、
身
近
で
も
ど
こ
か
得
体
の

知
れ
な
い
者
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
い
つ
か
直
接
お
聞
き
し
て
み
た
か
っ
た
で
す
、
鳥

山
先
生
。 

マ
イ
マ
イ
を
神
様
に
し
よ
う
か
な
、
と
思
え
る
世
界

観
が
、
皆
さ
ん
の
す
ぐ
そ
ば
に
、
あ
た
り
ま
え
に
広
が

っ
て
い
る
明
日
へ
向
か
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
は

マ
イ
マ
イ
を
守
り
続
け
て
い
き
ま
す
。 

              

【文
】森 

英
章(

自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー) 

【イ
ラ
ス
ト
】小
野 

恵 
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①省エネ機器・建築物への転換 
②公共施設の省エネ・長寿命化 
③船舶における脱炭素化に関する情報収集 
④日々の移動における脱炭素化の促進 
⑤公用車・村営バスの EV 化 

作戦２ 島ぐらし楽しく快適に脱炭素 

 

小笠原村環境課 

2－2270  

小笠原村は「ゼロカーボンシティ(※１)」を宣言し、「小笠原村地球温暖化対策実行計画（区域施策編）(※２)」づくりを進めてきました。 
計画づくりでは、ゼロカーボンワークショップ（昨年 10 月 30 日）やパブリックコメント（２月 5 日～3 月 5 日）を実施し、 

村民の皆さまからのご意見もふまえて計画を策定しました。今回は計画の内容をご紹介します。 

小笠原村地球温暖化対策実行計画（区域施策編） 

スイッチおがさわライフ！ゼロカーボン大作戦 

計画書は村のホームページで公開予定！ 

公開の際には、お知らせページに掲載します。 

 

今後は「小笠原村ゼロカーボン推進本部会議（仮称）」、「家庭・事業所のゼロカーボン対策会議（仮称）」をはじめとして、 
本計画で決まった作戦をもとにした、より具体的な取組みを進めていきますので、ご理解・ご協力をお願いいたします！ 

※１ 2050年までに CO2の排出量実質ゼロにすることを目指す旨を首長もしくは地方公共団体として公表した自治体のこと。 

※２ 温室効果ガスの排出量削減等を推進するための総合的な計画。小笠原村の現況や温室効果ガスの削減目標、その目標を達成するために必要な施策（再エネ導入や省エネ促進など）を記載するもの。 

 

 

なぜ計画を策定するのか？ 
  未来の子供たちのために世界的な課題である 

地球温暖化の進行を抑えること、そして、小笠原村の 

暮らしや自然環境を今後も豊かな姿で次世代へ継承 

していくことを目指して、村民、事業者、来島者が 

一体となって地球温暖化対策を進めていくための指針 

として本計画を策定しました。 

計画期間 2024 年４月～2031 年３月 

対象区域 小笠原村全域（硫黄島、南鳥島、沖ノ鳥島を除く） 

削減目標 2030 年に基準年比（2013 年度比）46%削減、長期的には 2050 年までに CO2 排出量実質ゼロを目指します！ 

小笠原村では、持続可能な社会（Sustainability）と 

村民の幸せで快適な生活（Well-being） を両立できるよう 

最新技術（Innovation）を取り入れながら 

個人の意識から社会全体までの変革（Transformation）を促していきます。 

この変革は、村民一人ひとりの協力（Collaboration）によって支えられ 

先人から受け継いできた自然という遺産（Heritage）を守りながら 

次世代へと大切に受け渡していくためのものです。 

この「SWITCH」ビジョンを通じて、小笠原村全体にスイッチが入り、 
小笠原村は温暖化対策の先進的な地域に「切り替わって」いきます！ 

計画のビジョン 

 
①公共施設への再エネ導入 
②住宅・事業所への太陽光発電導入 
③設計・施工及びメンテナンス体制の強化 
④太陽光発電所等の再エネ整備・運用の推進 
⑤最新技術に関する情報収集 

作戦３ 自然パワーで脱炭素 

 
①脱炭素型島内交通の充実 
②観光ｻｰﾋﾞｽ業における環境配慮型経営の促進 
③地産地消の促進 

作戦５ 脱炭素型エコツーで満喫 

小笠原村では、持続可能な社会（Sustainability）と 

 

この変革は、村民一人ひとりの協力（Collaboration）によって支えられ 

 

村民の幸せで快適な生活（Well-being） を両立できるよう 

 最新技術（Innovation）を取り入れながら 

 

先人から受け継いできた自然という遺産（Heritage）を守りながら 

こ 
 

次世代へと大切に受け渡していくためのものです。 
 

 

個人の意識から社会全体までの変革（Transformation）を促していきます。 

こ 
 

 

 
①ゼロカーボンに関する情報発信（村民） 
②移動の脱炭素化の推進 
③ゼロカーボンに関する情報発信（観光客） 

作戦１ みんなで取り組む脱炭素  

 

 

 

 
①世界自然遺産である自然環境の保全 
②地域連携による自然保全活動の推進 

作戦６ 守れ BONIN の森と海  

 
①ごみの減量化 
②プラスチック等の資源循環 
③生ごみ回収の推進 
④伐採木等の有効活用に関する情報収集 

作戦４ ごみも資源だ脱炭素  

46％削減（6,730 tCO2）ってどれくらい？ 

例えばこんな取組みをすると… 

 ・エアコン使用量を 1 時間短くする（1,500 台） 

→ 63 tCO2 /年 削減 
 ・冷蔵庫にものを詰め込まないなど（1,500 台） 

→ 71 tCO2 /年 削減 
・通勤・通学を自転車利用にする（700 人） 

→ 170 tCO2 /年 削減 
 ・自動車のエコドライブを実施（1,000 台） 

→ 148 tCO2 /年 削減 
 ・資源ごみの分別を行う（2,600 人） 

→ 10 tCO2 /年 削減 

全部で 462 tCO2 の削減。 

目標達成にはまだまだ取組みが必要です！ 

注目!! 
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 皆さんは「脂質異常症」って聞いたことはありますか？聞きなれない病名かもしれませんが、以前は高脂血症と呼

ばれていた血液中の脂質の値が基準から外れた状態をいいます。住民健診等で「コレステロールが高い」、「中性脂肪

が高い」と指摘されたことがある方は、多いのではないでしょうか？令和４年度の住民健診では小笠原村国民健康保

険の加入者のうち 27.6％が中性脂肪、43.9％が LDL（悪玉）コレステロールの値が何らかの異常があると判定さ

れています。今回は、この脂質異常症の予防・改善につながる日々の食事のポイントについてお知らせします。 

 

◎脂質異常症は無症状であることがほとんどです。そのため、気づかないうちに動脈硬化が進行し、ある日突然、

脳梗塞や心筋梗塞を発症してしまう恐れがあります。 

 
 

                                

                                 

                                
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

     ・血管の内側に余分なLDL（悪玉）コレステロールがたまる 

    ・血管が盛り上がり狭くなる/硬くもろくなる 

    ・血液が流れにくくなる/血栓がつまりやすくなる 

― 村 民 課 福 祉 係― 

―  第 290号 ― 

 

クジラの伝言板 

けんこう通信 
 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ：そういえば住民健診の結果にHDLコレステロールが低いって書いてあったな。 

保健師：クジラさんは普段運動はしていますか？ 

クジラ：う～ん、運動は好きじゃないから全然してないな。 

保健師：食生活の見直しも大切ですが、ウォーキングなどの運動を組み合わせると効果的ですよ！ 

 

■コレステロールと中性脂肪の役割■ 

① 規則正しく３食とる 

 

日本動脈硬化学会「動脈硬化性疾患予防ガイドライン 2022年版」 

基本の食生活 

 コレステロールは細胞膜、ホルモン、胆汁酸の

材料となり、中性脂肪は人間が活動していく上で

最も重要なエネルギー源となります。つまりどれ

も身体にとって必要不可欠ですが、通常の食生活

で不足が心配することはありません。むしろ多す

ぎると皮下脂肪だけでなく内臓にも蓄積され、肥

満や動脈硬化を進めてしまいます。 

■脂質異常症の診断基準（空腹時採血）■ 

LDL（悪玉）コレステロール 
140mg/dl以上 高コレステロール血症 

120～139mg/dl 境界域高コレステロール血症 

HDL(善玉)コレステロール 40mg/dl未満 低HDL高コレステロール血症 

中性脂肪（トリグリセライド） 150mg/dl以上 高トリグリセライド血症 

non-HDLコレステロール 
170mg/dl以上 高non-LDLコレステロール血症 

150～169mg/dl 境界域non-HDLコレステロール血症 

 

動
脈
硬
化  

② 食物繊維をとる 

 

③ 魚や大豆製品をとる 

タイプ別の改善ポイント 
●LDL（悪玉）コステロールが高い 
→動物性の脂を 

減らしてみましょう！ 
動物性の脂には飽和脂肪酸が多く含ま

れています。飽和脂肪酸は LDLコレステ

ロール値を上げる原因の１つです。 

・乳製品は低脂肪がおススメです 

・脂身の少ない豚もも肉や鶏ささみ肉を

選びましょう 

・生クリームを使った洋菓子やチョコレ

ートは控えましょう 

脳梗塞・心筋梗塞 

●中性脂肪が高い 

→お菓子やお酒を 

減らしてみましょう！ 
糖質を多く含むお菓子や主食、アルコール

のとりすぎは中性脂肪を上げてしまいます。

また清涼飲料水や缶コーヒー、野菜・果物の

ジュースにも気を付けましょう。 

・休肝日を増やしましょう 

・お菓子やアイス、ジュースは控えましょう 

・遅い時間の食事は中性脂肪を上昇させます 

●HDL（善玉）コレステロールが低い 

→インスタント食品を 

減らしてみましょう！ 
インスタント食品や揚げ物にはトランス

脂肪酸が多く含まれています。トランス脂

肪酸には HDL コレステロール値を低下さ

せるだけでなく、LDLコレステロール値を

上げてしまいます。 

・パン食や麺食よりご飯食がおススメです 

・揚げ物は週１～２回程度にしましょう 

早食い、偏食はやめ

る。夕食は就寝３時間

前までにとるように

しましょう。 

雑穀米や毎食の野菜

で手軽に食物繊維をプ

ラスしましょう！ 

肉よりも魚や大豆

製品の割合を多く摂

るようにしましょう。 



価格等縦覧帳の縦覧(～5/31) 入港日

乳幼児健診・歯科健診(母島)

母島巡回労働相談

育児学級(離乳食)（母島）

入港日 源泉所得税 定額減税説明会申込〆切

定期予防接種(父島・母島) 出港日

地域振興に係る補助事業の募集〆切

育児学級(親子ヨガ教室)(父島)申込〆切

出港日

入港日

育児学級(親子ヨガ教室)(父島)

日商簿記検定申込(～5/9)
東京三弁護士会による法律相談(母島)

狂犬病予防集合注射(母島) 眼科専門診療(母島)(・24日)
母島巡回ペット診療・相談(・９日) 村議会定例会(第１回)ケーブルテレビ録画放送(～２５日)

母島交通安全講習会 源泉所得税 定額減税説明会(父島)

東京三弁護士会による法律相談(父島)

源泉所得税 定額減税説明会(母島)

入港日 出港日

奥村宅地分譲　説明会

乳幼児健診・歯科健診(父島) 眼科専門診療(父島)(～5/1)

行政相談所の開設/電話による無料法律相談

「沖ノ鳥島視察会」申込(～5/22)

「八丈町訪問事業」申込〆切

しんくみはばたき奨学金申込〆切

ケーブルテレビ利用料支払方法変更〆切 こどもまつり(父島)

こどもの日の集い(母島)

出港日 入・出港日

交通安全キャンペーン(交通少年団活動)(父島) 産科・婦人科専門診療(母島)

狂犬病予防集合注射(父島) 臨時特別給付金申請〆切

蝙蝠谷農業団地第七期就農者の募集〆切

育児学級(離乳食)（母島）申込〆切

※            マーク：小笠原高校 図書館開放日

※島しょ法律相談(電話相談)(東京都)　１日・３日・5日・８日・10日・12日・1５日・17日・19日・2２日・24日・26日

日付 曜日 行　事　予　定 日付 曜日 行　事　予　定

2 火 17 水

1 月 16 火

3 水 18 木

5 金 20 土

4 木 19 金

7 日 22 月

6 土 21 日

9 火 24 水

8 月 23 火

土

11 木 26 金

10 水 25 木

29 月

13 土 28 日

12 金 27

15 月 30 火

14 日

4月のカレンダー

昭和の日


